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ザ-- チネズミ

fii 生後の

る乙 CIV)

に影響する飼料の配台組成

対11

'1角日UtOU1U KlJW AEATA : Studies Oll Populatiりn Fluctuation of t11e R巴d伺backed

Vo!e , Clethriollomys rufocanus bedfordiae CflIOMAS) (IV) 
Growth of the v�e 匤lluenced by t11日 ratio ()f cOlllhinatﾎons � 

the feec1白日 nd th日 nut:ri.ti.ve matcrials dLlring postna1:al per卲d 

in cage-re乱 red st口cks un.der 1:he Jaboratory coudition日

喜害 E言:今岡のヌギ~~土， .tiffの!J:J毛と食物条fyJ との lJi.li系をねらかにするために;汁ii1liされたものであ

る α 竹託料であるエゾ'\'チネズミの~U什r 章、jがどんなねをもっているかを分析?るため，

711釘料!:襟J!'Jf f~;~刺との刻み台わせによる製自分析をおこなった。

その品};来，ヱゾヤチネズミのほイァょの繁l'm，;''jifj ， とく lと捕手Lr:i:'の母体 lとたいしでは~ i!lliJr;: ßi;a~t は欠く

ととのできない;食物であり，組飼料だけでは， J_l~-fな繁兆千百勤がお ζ なわれないととがわかった。

ー"}j"， j!Jr\'l 生~T~ilWにおけるマリヤヲネズミのU.'l之 :C~~L ヅ飼料はみまり手J日ぷjでなかったが92Z長

d;草u!とiJ1jY)J な食物であった。 しかし，飼料の緩，!Jff!i11料{~有千三が冷却すると，ヱゾヤチ午、究、の繁茶

活動V2 つの傾向が現われよ.:" 1 コは， 淡殿堂iJボヰの摂食lとよって ff!.~f0~伎を ~W.わず(同体と， もう 1 つ

はp 濃厚指j料辛組制料とともに摂念、しでもザ寸治性ノ若草1~わされ組合]*，1 えよりを j寝食した銅体とほとんど

おはじ'[ljっ均成熟;交をしめず似体と Fあった勺ま t: ， t食と般の~t J:~ [~.: )8丹、にかかわる ?~;ï1を*+，+:;1 ，ぞれ

，(-";t l- Ç)売持乙兄巴 e~c ， 't.-) カミ〉よ主t何年~fI ;;t， jjゴコ')(_<よると、l 均llUi ろか なったョ

ぃ:1 cX 
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まえかさ

ヱゾヤチネズミの作!仏政変動LL .2つの兵な と jò (JのH: ん1ごょっ-( t おもえ1じさ ;Il てし、るとと

が i別らかにな v:) てきた 2)13>14:)加。 すなわ f片手ドイ子のね1)' ふ秋吉:でのよlêJ毛と 生冬j[m休昨秋か

ら5台!泰までのとh 主主とお:台、のi と )T" である。

蒜 i子の!.t，:丸、とづ'é rJυf)U:ガ i立， 'tJてととふ当初かぶとはわれ心のが弘、iどí:: ~おおかね) 2~ 3 i'J 、 n でIit;lJ
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成~~~~~，し速い繁殖活動をおこなう平熱性の{自体があらわれる ο しかしF よっては，その

6fの秋まで lこ?牛約成熟;こ i~するととができず，未成熟のまま J]I冬するイ副本が，ひじようにおおくなる年も

ある。

…お滋冬偲体の生長と空宇:下手f乃f!:)](土，繁 !illi(活動がひどく j'm:fiIJ されたます、総冬い翌春，繁獄活動，t:- ~ま

じめるが Lれも fドによって，そ るだけでなく，森繁植のおう凝な年と，そうでない

.11'.とがある幻引10)13n~j)日〉油、

以 !ωのように，森イ子や告ら冬 1ì!Mt:ID !t.J芯 とれま、での，おおくの聖子宇i.rJ，~授の結果かふ0.1::

よって，おおさく影響されることがわかって7いるがp それが，いったいp どんな環境を凶

によるものであるかを明らかにするためにはj imu丸湿度~ :W:，食物などの諸条件を，人j_，的(乙:阿部した

飼育実検で1fifE9分析をおとなうことが必7たである11.)12)問。

この研究の討す 1 の目的iz，務仔の ~1熟tlがどんな潔境要因によるものかそ分析することであるの務仔の

生活にもっとも影響をあたえる要国は，食物条件であると考えられるので1 ì'，は!え，湿度， ")となどの気象婆

悶をーだにしノ》食物条件だけを変イ己させて飼?寺実!換をおこな勺た。

>

し るにあたって，終始ど摩清ある指潔と援助をいただしサd 鳥獣科災 ト m リJ-- ["i'1.j:，およ

ぴ鳥獣研究室の方々に尽く JTIlt刻する。また，との報告のとりまとめにあたり，おおくの忠 ;:Jをいた 7てい t:

保護~(r)長 横[E\佼日ふ博士 檎仁l 嫡ミ三郎博土 iと尽くおトしそ IllJ~ げる。最後lと， こ

じめから飼資業務そ援助されf叶外守文子さんに心から感謝する。

I 母体の繁擢活動に影響する饗鴎

エソ旬、ヤチネズミの生廷に影響す しようとすると夫} ~;u湾:コ:験と，飼育実験j)J， rlIJ

の生活条件との関係が，まず問題になる。実験(同体として実際に使用で会るのは総乳後であるので，捕手L

rtJの仔のt主義と，母体の飼護条 1ft: とのなすびつきも検討しなければならないの

エゾヤチネズミのa1r\L!l二元i?を何El鈴からにするかは主 j:，:， [1;1 らかにされてはいないが，ととでは， 20 

間給以後会3'urv:生活と-考;えて実験後おとなった。

1) 実験材料と方法

この実験iとは 3 里子幌国平H4\で採集し/ニヱゾヤヂネズミを伝]Im.~ t~f10ω';}]iiff渓で 201立代以 Lの紫知ぞくりか

えしたc10sed coJony の飽体を使用した君、。

実験条件:ふ飼予言斗Jの n~u芝， ifrjJ. ß'L 光江どの気象主主E9会制御すると正も iむ災験似体そのものの生物後

四 遺伝，削除ーの昔話相l も，また必至5であるれとの実験では，実験イ[í;j{;j;O)!t伽悩のffjij:'i則はおこな

われずも気象主主E9と剣脊;Ff;j r付での行動がiti!J1&lJされた 7)1;2)。

エ、ソゾ/♂ヤ 子才ネ、ズミ iは立 f恒;正îí続鼠 (18 九.20ぴ口 C)λ2 伺j却『忠J‘ (何8伺Or.80免浴;) gお綜倒'ffι川~:{j浮手7

とι， 0 I!寺 rli1の終日夜明iX (1ft\'怒) ()), 2 つの処耳J!.で実験された。

飼料は， Table 1 IC示したl\..， B , C , D , E , F , G の 7

~J:，今~YrJI活動7)1 [lt1\:;:E.終るどとに fjI， 1ごしチ ::10'1売がつづりられなくなッたの、も

得なかった。

おなじ実験条件のもとで飼育された3 地と i院は， 8011 紛になると交配された。

ネズミはヲ間己イ子11，;J*'1 のほかに， 日F泌IZ;::ì!!，l 2 [öl, 1 cc ピペットで 3

iI苦sn文で

;'{るを

したヱゾヤチ

れたが， 目前手し rþの



エゾヤチネズミ 1Wl ，(;4\)_f干の ã~殺に関する!iJf')乙(lV) (~完封ß) 3 -

γable t �'!iij )1" 1- しつ飢作 *ll 成

Cornbinations of nutrítìv日 rnaterials 1n the f日eds

ハ
リ

ノ
，

υ 

ヲn !リ
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民主口敏3
A.dd咜伀llS 

本fI 11司卒、↓ヰt
Perc日ntage of the roughage 

<0 16 7日

an αートコヴヱロ'ノレ 8 g/'}(!J11L 500 g 
8 g of α-Tocopherül di.ssolved in 500 g beill1 o丨 

千nとはs ま~:-:; Jどくえ子え 1J カ〉コだっ

的{本NliC おける Jげのえは， 沼 2 [rl! のD.U;:i:. ，{n1[ぞ 'h とに， 3 U 防， 10 鈴， 16 日制h，却 H 帥の体訟が，

術開店、で決定されたの IH~tW[後の i本 iTUJ:，ほとんど測定することがで診なかコと η

2) 絡泉と考察

(1) 鋭料のF記念総j成との関係

二L ゾヤチ主 f ミのrtritの繁殖活動l-19 似体H'( のれ絞〉子、主主行数，

Jとしてあらわすととがでさる。

If/:ì 予 、川:éJゥ}[~{~U)]数与をm杭

K[]WAHATA v , ふ市'iI91;:(;よ) /èq、の， わ f!.打数

%にすぎないから〉制下手条件のもと?の ùtit 0)務獄 i~-;' %fJ ，;をあらわい「には， 4()O 11 除での rV日夜で十分アある

と栄えられ，との考えにもとづいて) '1'日 bJe 2 の 3終:Si~l活動がされている

'[、abk 2 iC J. ると， Ji;ilHc (主!なρ;不:卜1/ ， 1(096) の!~与ルBli 7~;-'!j~ ほかの1i，日 'Iiごくろ J 、て子Jll たほどれ

おくだし、ととに気づくぐl 安打ふヰバ土 50SおでJ]'~iばであるが， i〉娩レp(ff般で l士，ま 、l一月、工んどいj

りである o !之だし，初凶二 11M訟で i立，飼料G /~飼料 Eカらほかの飼料iこくちベで， もっ止も ilとし、日市'~"C I~:H pi"{ 

して l-' るがー との平均ÍI!f((}) 95必然f;花氏|泌をみると， Íi< iJ古村;では， 113.8 ぬとヲひじどうに火当な 1j] ~r令/'J\

しているととから ??fj料Clご::ぷにゾ午子キズミの性的ねえ主主は， n力、の創平~ íc, 1)" " jこものであるととが

限定できるの
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Table 2. <'[聞広鈴までの母体の繁罰ii 活動

Reproduct咩e activity or the motherγ01es during 400 age in d旦ys

平均分野t回数
Mean numb巴r

of births 

妊娠率
タtí 01' the 
prεgn乱ncy

交配数
Nurnber of 
mat匤gs 

配合飼料
Compounded 

dí巴ts
the 

m 

95 土 7 ， 6

101 土 20.0

142 土 16. ヲ

137 土 43.9

172 ::i:: 30.8 

136 土 23.6

164 土 113.8

4. 7 竺: 0.8 

5.3 土 0.8

5.2 土 0 ， 5

3.2 二と 1.0 

5.4 士 0.6

4.9 土 0.6

4 ， 5 土 0.8

4.0 士 2.7

2.8 土 2.1

4.4 土之町 1

5.6 土 2.4

3.2 士 O，?

2.9 土 LO

4.0 こ上 3.0

6乙 5

73..3 

53.3 

80.0 

70.0 

80.0 

50‘。

Q
V

に
J
R
V

に
ひ
円
〉
円
以
内

V

ー
ム

q
i

っ
か
匂

i
1

ょ

A

B

C

O

B

P

G

 

5.0 土 O昆 33. 7 土 0.6もも、 183 全体
Pooled values 

y 

4.0土 1.6

Table 3‘分娩信1.紋と1î ff 2&との関係

Relatiou b色tweel1 the nllmber of birth弓 and the litter siz巴s in l1lother voles 

分娩li1!数
Numb記r of births 

平均i3iイチ数
乱1ean litt巴r sizes 

九三lble 4. 母体の日齢と lを仔数との関係

Relat卲n betwe巴n the lltter sizes and the ages of mother voles 

母体のほ齢
Age of mother voles 

平均主義仔数
Mean litter sizes 

母体の沼齢および分娩回数と産仔数との関係(2) 

母体;の iごI ゆと分娩!日!数が践千子数にどのように影響するかをみたのが， Table 3 とすable 4 である。

まったく分娩悶数による影努は，分娩同数 7 閉までの、jZU:gk'E仔数がみミされているが，Table 3 では，

みられなかったの

ほとんど影母体の日以"ì/'加藤仔数lと影響主uお iこぼすかどうか本みたのでおるが，'1、able 4 で lむまた，

饗していない。

光2起と暗室訟とにおける繁摘i誘致の比較(3) 

光ffi2: i1{;'怒とにおける母体の繁儲m!filJ与を比絞する è ， Tabl記 5 のような高ii泉が得られた。

この表で， !íiti者にちがいがないのは，分娩[1]数と j産仔数だけでめるが3 立'1必ミヰ，分娩 H 釘ì，母P\，Q) 九F均

体重には，それぞれ梢浅のらがいが認められる。

のJfEItl iこっし、ど分以~lùl数と産仔数lと j告がなし妊娠}丸分泌 H 齢， F](本の平均{レ立に)~;:がみられる π

つぎのととが三考えられる。

1111窓における，いくらかの~母体1iH:娠しており v L かもその似体の分娩[11[数と政 ffJi!iが，光認とほと

祝祭すると s



".~ 5 ~C~ ユョゾλ\7 子オズ ζ 私立{料;Y(})~l勺H!JI，ζWJ まる (i) fj'己(lV) (1，主 kfIl)

'T'able [5. 光栄と治家とにおける舟俸の繁滋t斤Pl1のih絞

Comparﾌson 01' the :reproductive activity of l110ther voles under artifìci日 i

Iighl: cむndition .of L ;..{入 14 : 10 with tha1: undcr c()mplct巴 cl乱rkncss conｭ
d咜伀Il of L: D. 0 : 2'1 (L: Dζlíght. period : dark period in hour日)

:39. 1 

41 , 2 

44. 1 

44. 1 

48.0 

44 , 3 

8 

':;0 喝 8

ヘー、

ひ~，。

52 , � 

52‘竺

50, 9 

4 ‘ 4 

~5 ， 1 

5. ヲ

5.0 

5 , 5 

6 , 0 

山 5

200. � 

273 ‘ 9 

286.6 

5 
つツ〉 予
、)t V. 

4()自 .2

392. 

129 ,.2 

1'70.7 

215.9 

6 

;300 , ? 

354~ J 

36 ,3.4 
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ゐ
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ω

つ
d
A
&

ム
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〆
J

フ

4

そうで忽い íh~i本とから::.~すえると p 日立室の妊娠本ω1j~ ド i立 q 限切に影響されやすい似体じしミんど

とがあるととそ示している。

;めにたし 1 して， Il-{(r しかし， nrr:ii~において妊娠している個体であっても，ヤの H 悌は 1 )lこ;読む 129.2

'.~どの 200.1 日新i とし 3 うように， ，[，<'I:(I'J成熟 iこ相交のおくれがあ乙 u また， HJi本のムド均体主主も， )と量れとくらべ

て約 ;i ヘノ 6g ほどノトさくなり奇JおいでのI1ニjえの+[{S:t~;持もみられる J

光5裂での幼{本織のさ主義:(4) 

ヱゾヤチネズ之の;治体JyJ 与をど 0)ようにほすえするかが問題である υ エゾヤチネスミの立まず，はじめ {ζ ，

l;;: !UHとは，目的1ζ異なる 2 つのl:ljr， 1時泌があるのその 1 つ;ふそのほとんどが日J{本心 IIj首ずJによる

めるが，義者はこの 13什，Oj lillìfぎのもとfヨ{本の1JllnJ，jから;まなれt:HUr.t上 iliの i日:え片手c あり， もう 1 .コは，

μc のj::â号íK'PÎ引を幼外;郊j と主主するつ

白石 2'll は， ヵ γ 才、ス、 i の 'U二段 J0J夜、やはり 2 コにほう了した。すなわち nîi押しして独立.生五百を'8むまでを

すると考えら iLるつ1 !tJ込1む雫それ以後会;:;~ 2 !l:J，之刻としたが， (1 イ'~':í Cj) 1~f) 1 ~~t JkJ泌が

:1.ゾヤチネスミの除:九 lふ1:)日約十CljJ';' ら tまじまり， ア20 1:1 Nぬまでには完成主よ) Q 飼育室lとおし、てはp

工、/.t チネズミの y 長， !司 1*からはなして独j:c!:tìょ〆むさ vはそと， 万四三主税:;11ふがほ 2 んどないことから T

され， :Ld: ;0'ら 20 H 鈴まで、は幼体JtiJであると~"-れるのゎ叫ょh立活 f:J: 20 日 v小.:J.、後

乙のニムぞみる i以 V) でほ体lこ与えた自説，1<ごとに幼 fj\. JiJ]のイずの生存率点二示したものである。'l、able G は，

γ\ 

u きわだった公:俗、本のちがいがみられなし、 G 合:ìII; (J)飼料イとまとめた、y:.j!ëvtヂメネそみると 3}ヤJ
ド ιH

l:'-,J_ ~) ;C iti:)j' く含 :2JJ体辺jがおわる 20 U 鈴においても，約 8096 のゴ.:..{f.~t~が示されている。

)." '"y'.~ .E;)~ -+. f(ぜ
7.( JJ、に 1 又も七、， , 戸ア

t も日い川 fA (7) 20 齢における I[二本は，

そのとi二 {{l:ì{ は，84形 :t:. , それにたいして〉波)Sift有料がま-::; ，.だく合まれなイセ 64% である〉

全件、の平均よりもくなっている。これは渓照的;t'f (ﾎ) ,\ 11 ネノデ体j:]jo)!f、の ~t イf~年三;こ，なんの効込(も íJ い

(二会7:G Lている。

約， 20 [i総の，それぞれの[!齢におけるTabJe 7 (ふ幼 t4:IlJJ の 4 つの時!Vi ~-- 3 日総， 10 H iふ 15

ごとにぷし/こものであるつHの、[ι均体111: :':f:，母体に与え
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Table 6. 飼育~~ ..c のお'J i本 WJ の j子の民イf.lf!.

Survival rates in four juvenile stag巴S of th巴 vol日s

匤 cage-rear忠d v口le in the laboratory 

林業試験場研究報〈士J- 6 00 

ヲ8。

ヲ 7 ， < 
ヲス i

94 , j 

守人 5

89.0 

95 , 8 

/J} !J:: ~!z 
Numbεr 
of young 
且t blrth 

[メA うう
DívアisÎou

i当);.{;本{と与えた
似合側料

Compounded di巴t6 for 
th巴

A
n
b
c
p
B
P
G
 79.4 土 9.0号 1 ， 8土 5 ， 4

Table '1. 1]:1*の飼料条約と幼体Jljjの仔 0)主v.t~，]体lIt との関係

}えelation betwe巴n the mean body weight in four juven�e 
8t呂ges and the compounded d福ts 6uppIied to mother voles 

94 ， 9 土 3. ] Poolむd values (;;, .)ﾒ: 

母体に与えよさ
配合鈎料

正江)mpounded die!.s for 
t.he Tl10ther voles 

14 ， 0土 o

13.7 土O‘ 64

12. ヲ士。‘ 59

1 :J ，白ニiニ O. 75 

¥3. 1 土。‘ 29

13.0 士 0.41

1 L 0 土むの 50*

9 ， 7 士 o

10.4:1:0.44 

9.6 土 0.38

9唱 2 士 0， 56 

9.3:+.0 , 21 

ヲ 4 ニlO‘ 25

5‘ i:土 0.34*

6.8 こと O.

? 2:ヒ 0.29

6.6:七 0 ， ::4 

6 ， 6 ヱ 0.35

6.6土 0.13

6, 7 ごと 0.17

6 ， 2士 0.23キ

2, 8+:0. 

民 l ニiニ O ‘ 20

3.0土 0， 10

3.1 :+.0.26 

3.2 士 O. tO 

3 ， 2土 0.09

2.9土0‘♀ l

A

B

C

D

E

F

G

 
ネ 18税率 95% でN:5:万:あり

Significant difference ﾌs den�ed am開g the comp�nded d冾ts supplied the mother voles with 9:5% 
c�fidence lirnits。

F のかj料1m には?幼イオ;jVJの 4 つのl時期D, E , iんじをこの表によると予法Jl)~tH朴を ;51:.j ずる

これら 6 ;f長江減税守をまとのすべてにおいて，それらの十ーlij体泣 lこは統計的有む;道:が認められなかったが，

3 日くずべての IIIゆで， l:!ëií! ，i'Jイ]必;疫力5[芯められ0)、ドとo.)rml，乙 Lt ，めた、F:i!c'J{J， 'E 正予

仔u.)!Ll之を比濃厚島村J;Lを(~まない倒率↓(ふとのIi誌の，Fig. 1 ふ後日正トJ科会合んだ 6 級の配合飼料と?

LLl (:1::から 15 U 齢までは泣波}.\)~飼料1::-{!、んだ飼料では p絞したものであるが，この ì'むから:わかるように，

そのとと 1こ Jr訪日するためp問形約の摂食が縦約rCiJo:Ji屯するが 1 IJJfi手しがえ51)立する 20 u 'tlfr:{f 'j、さの !m~とは，

さらに火、きくなっている。生長率i立，

10 H 掛から 15 El i治までの!:tjYl:;怠は {l'Zlごしている。乙 .nは?ちょうど語jfJl まえの

燥大崎手L蚤~必要とする時期であるので，飼料 G のような濃修飼料合まったく合まない籾勾料だけ

しかし，官，;J半irG では，
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ではp 十分ωlrtl:J七ができないことを示したものと考えられる。とのことは， 15 ヨ齢から 20 日齢までの生

長本が，とれ会，はっきりと姿づけしている。

このほかがJ休測の1fのこ仁iむこ影響する条件として，母体の日齢や分娩1<1.1数がおえられる。 Fig.2 は9

íf~Jギ}G を除いた 6 磁の飼料の分娩[11]数と{子 O) 5.V均体設との関係与をみたものであり， Fig ‘ 3 ~ま， Fig.2 とお

なじ資料で，母体の )J 断?と

おなじように，飼料Gを除く 6

との関係をみたものであるが，切らかな L~係はみられなかった。

，政仔数c，その仔oXIニ}:誌にの関係をみると， Fig.4 

のようになり， 3 H 紛で iま ， mi:イ子数の影響目立平均体主Jとあら才}れていないσ しかしs 日始以後になると，

産仔主主がおおくなる if:つれs 平均体重は小さ\なる。そして， 日指令がj住むにつれて含そのjzrがますます大

きくなる傾向がみられる。

エゾヤチネズミ 0)乳頭数は 8 悩であるのにへ 仔の平 i子h本lfU立 p 淀ff数 6 閣から減少しはじめるのは，

乳頭数とi.lf:Ff数との1mのちがいによるものではなく，日iIl芋ui民の絶対的不足によるものと苓えられるつ

ぬまとめ

!変 IJç1 としてíJミと食物が考えられfA ので2 これらの裟凶について鈎育実験そ

お乙なった。 1 日の照明日寺 lii.1を 1411JI1ïJ (:)'(;'，ゆと()1I寺院| lと設だした飼育~~で， それぞれ

繁ÝI主活動をしらベた。その結果~ rnl~:î{での妊娠本はう己主!C くらべて若しく低一ドした。

また，援 j事飼料の含有率をかえた 7 縁日コ配合飼料をつかっ、て， しらベ允が， 11長室lとお

ける母材えの?義明白活動;Ißひじようにわるく，そのためlÎ:九1における母体の繁殖活動だけが分析の刻室長になっ

た。その結JZL，母体の繁罪ú活動， とくに，幼体ふjの{子の生iえにたい 住hきをしている

とと jßiijj らかになった。また，このほか， l!I!;Lのf子の数が 6 頭以乞になると2 幼体r~j の任の!:1ミi乏がわるく

なることもオコかった。

自 主主長に影響する訴l料の配合総成

この;tミ験lむ主主イ子のよ主主をと発育の仕方 lと影然:する妥協分析の JJ~ とレ亡おこなったものである。者Hの

生長と発手?の{l:)nζ影響するまさ凶lむおもに食物ととヒ怠指皮がJjえられるが，この尖主主では，食物をtf~ 1 

のfYJ尽j として]絞り応げた。

実験: 1 ;路線料と濃厚餓料との配合組成

。 実験材料と方法

実験科卒、|は，前述したように， 1川jilh 恨混合~ jiJ'出で 20ltt代以上も繁えそをくりかえしたc]osed、 coloJ1y

の個体を佼H1した。

'fi UJ,I (18 .:200 c 入 (60- ， .80;;話)守d令亡、， い 1 1411当日\jJ) lk EI 3J¥ lijJのもとで

性円高中.l.~ r 'ﾍ"i;' 
/、， ßj見守ピ千二)" C1J、つ Jぃ。 'Table j iこノれした . i¥. ß , C 診 D , E , F , {去の 7 稀のうち，飼料 E;;)::[詰:

く 61意の自仏十を実験í<C.使用し，幼件;滋iHr.:母体lζ Ej.えた飼料と 11 】i じ飼料与を，そのまま実験イ間体にも与えた。

20 !l]\治における実験'f0[ V1Cの平均{j， W1J:i， Table 8 のとおりである。実験{間体の体i玄は，

ﾍi}iBJi] 1 [~i1 iJ!Ù;'とされ， それ号をもとに， 30 LI 齢， ,10 11 齢， 50)::! 齢， 67 以齢， 701\ の， 名仁 i W(\の体 f-f..を補

P;Ut長で算出した。また9 2 13 どとに給郎長から浅最安j~_~rj I いたものとした。

70 H 齢lζ透したエゾヤチネズミは，殺しで体重と{不良を測定したあと，開腹して生猶器官会絞りだし9

10劣ホ jレマワン液で出ít Lノ， トーションバランス(最小fïli蚤 0.5 mg) て、限設蚤そ測定したっ



9 エゾヤチ /1" ス二!i，1;1 {.{， ln の:交 l'WJ{こ関 J イ，(Ij十人~ (JV) (ゑ:(1))

'I'able 3. 20 H Iゅにおける実験個体の平均体

Mean body w巴ight of exper�wntal voles at 20 age � days 

:3.8 ム O.

t:~.? 0.95 

Lj. 己吋内 L lC 

13.2 土 0.59

11. 0 ::i:: 63 

， 'J 材、 lζ与えた自己イ?飼料
Compounded cl冾ts for 
the mother 

もら t/" l f: 。ど'Jネ~t(D 分析に lおつき

!子役立〉影響与をうげてとさ，、(;~glljijÞÍiIlをにおける;九!験予!iil本の{ふが〉エゾヤチネメ了ミ

この IllJN] 苓.' f~j~ LI:. "J' るために線[ilj帰任、 ~Ænj !ノた如、ワャてし、る OYC ，

もとにして， 20 iJ iÏi;)以後の前下手'jご思免 lま， 20 H 紛から;まじ立 U ， 70li 鈴でおわるので， 20 [J 

市;の伴走〆~: Þl~'m'一地力L!:誌との l度線f<11 'iíJi長吉 1~ iJ tめどとにしたり{干;許:t:iiIOJuJ:M:そ Xif !3J し， 20 

2 つ 0) 中日エゾヤ子ネズミ(1)1訟の創立ili必7の分析;.CLL 本，[;と {f~}.J~ :Jiil1)1, 務誌と出紛のつ tlíJ丞との，

日〉利文JiLlぇ I C.したっ jilji については{本 ~I'( と子百[l仁:詰1..1ιLι; ，.，~ l~ 

メ、L:U耳打 cムつ

よって 3 米!ポ似{本0) tY(~Ji'lj.i: l'で主主任分割r Lt:13)" 

江主総 1:1]帰や村j)j生長しつ統守分析は， )J、分以分析にじてっておこなった。

結果と考察2. 

鋭料の配合組成と{本愛増加援との関係(1) 

放について(1)-] 

それ i久えの{ド li: i'.)'IJJLi泣 (y) とり!日iJ'I'i} fh~ .!:主がTable 9 t三は，

1すrγ叩、F

I叉Z巴gre汚呂5叫ion co巴r汗ficオient b巴t、司NC巴n thむ巴: bocly weight of 20 age � days and 

t11εg;ain in body w巴ìght 日 fter 20 age .in days in 111乱1日 voles

20 1]め 11'戸の制限付、の{本ill (X) .':;, 

!O f二1 ii'li) 
70 age 
in da.ys 

。.00 噌

0.092 

- 1.;')0 

- ()曙

。

1. ()()() 

A

B

C

P

F

G

 
*依頼>'% 9iJ%で[日)Jii日係数が1'li'Eする。
毘egression coeff�ient 1s in cxistence with 95% confidence limits. 
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/J< されてし、るく ω炎iζ)JくされたUi i1&係数lあおおきく 3 つに区分するととができる"

第 11ふ飼料Aである。これは， 30 日;めから 70 H 齢まマ，ずベてプラスの i住;汀刈1

!に乙体体一 1没Rの追いもの lほまど，それ以後の体 i石嶋.1m"!Jえも大きいことそ窓枕している n

第 21.t， Nù料Gであるつとれは， とは，まったく迭で，すべてマイナスの [HJ :FM係数耳r:-j]くし， 20U 

ものほど，それJふソ交の{本lJî :lti1)j口設がイ、さいこと金 ;J;え している。

tf} :l (主，残りの飼料であるが，これらの[í5ljÏi}j~台数は，すべて有意義でない。ずなわら， 20U 齢l寸におけ

る体重のばらつきは予それ以後の体遺増加訟に:!(]係、しないことそ示している。

泊漏ら?、数 ir.' 'jとの傾向 i)~認められる

~iìj~斗Aの凶点在式は，

と fr;;J:j4G のIJJ立にぜついての[i:]帰式は，つぎのようになった。

30 H 齢 : Y=O. 742x-1.851 � 

4011 齢: Y=O. 79:'¥X¥2.158 I 

50 Fl 鈴.y""0. 558x → 10網 3511

60 [1ぷ): Y=O. 706x 十 1 1. 383) 

飼料 G の|沼崎式はs

30 H 会 :y= … o‘ 455x-ト1:1.010

40 [! : y= -0. 564x+20. 0]8 

...( 1 ) 

別総 y"，， -O 仰は7. 093 ~ ..,......................"............0........( 2) 

60 iJ，'治 :y出 --L07il x 十 3 1. 399 

70 IJ 齢 :y品 - x +31.300 

ただし 1 Y t.立平 r~J{;主主 t迫力Li量L x ~ま 20

以上のように，実験似体の体震域bu澄からみたiI二lil:は， と浪!学制料。〉出己イ1-先日 11，えによってp 3 つの

娘liT]がええされた。すなわち， 20 日 i針作の休笠むその後の体笠j剖訓話、との flll労関係において，プラスの IbJ

I}m-係数をノjミした飼料Aiふ殺i飼料率が最もすくなく ， 60'?6の濃厚飼料を含んでいるのが特長であり，マイ

ナスの〔判長係数そ5j.~ した飼料G よ， vff1.!.rユ飼料をまったく合まない，組長吋料率 100:0 の ø， uヰ'f である。なんら

村8Nî関係を7r<さなかった， 1ぅ C ，ひ，ド 1096 から 5096 まで含まれているがき

立

腿:

Table 1仏 20 紛の体滋をもとにして，それ以後の縦の、ド均体lf(吟illU滋

Mean gaiηin body weight after 20 age 匤 days, on the basis 
of body wcight 日t 20 age in days in m乱le volcs 

40 IJ 鈴 i 50 Il齢

30 age I 40 age 50 age 

G 

B ヲ。 0+ し o

70 1ヨ齢

70 ag日

c 9.3叫 7 山 O土091163土 1.3 18.7 土1. 5 I 20. 4 土1. S
D 8 ， 7 ーとしむ

日。つに 0.6
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the diet G (ronghage) iηmale 
voles 

Black : Dlct A. Whîte 句Diet Gε 

60 20 

lOf 

( 
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lま10096 の ii日付"IG と，ちがいがなく，40%J孔ドのお]料では，

4013 総以後にち。〉合有率が 50タ6 の飼料B とりDI'I，.\'J にだけ，とんど日j じ工うな fü~Kを示して l 、るがp

がし、が認めらオ L f;ご u

燥について(1) 2 

R~tの 20 H 齢EA の各i自体の件、 ti とそれ以後の体設j自自11遂との凶鴻係数そ示したものであTuble 11 は，

とれ i立， Table どの飼料の lIi]角川係ま{も，ほとんどの日齢でマイナスになっている。る。この表をみると 9

9 "こ 5l'~ したiíf'の iül係係数とくらべて大きく 1mlなる。

Table 11 iこノjZ;された l1il帰係数与を統計イ1Stと検定すると，総料A についての， すべての lii]焔係数だけが釘

20 FI 乙こでは，飼料A のように?意義でおり~ {l1i'士有窓J誌でなかった。すなわち，

その:交の体重j強力日:量J-20 H 齢社Eの休援と，その後のイ*J'it f\ìJ JJ刊誌が少ないという生長の{土ガこ，の ~1 ど，

2 つの傾向がみられる。との，

つぎの回帰式飼料A において， 20 日齢日告の料、設やもとに， 20 H 齢以後の各 11 総の平均体一平U1'11JII 設は，

30 El齢 : Y=~ 1. 061x 十 22. 326� 

40 EJ 齢 :Y口 ~O. 927x 十 25.1321

508 WiJ¥ : Y= -1. 569x+3(i. 9ι(3 ) 

60 []始: Y ニー 1. 919x+ ，13 晶 8991

70 H 齢: )'=-1. 869x 1-4.3, 783 , 

から計算される。

x!土 20 IJ fこ fごし ， y 

制料ごとにノJ; し tたものである(;般における 20 齢以役の名目齢の1、able 12 Iま，

ると~ ~~.Ij料 D の 40 iI当ゆと 70 日誌ì~CDG F , D, C , B, ほう士 u の 5 fj~の fiTû~F~~~

これら以外で(j:，統計的 (Tくらべて '1}jらかに低い位をノJえしたが，平均f*1J1:増加量主力-)， ほかの 4

J~\去はなかった。

このゴ坊主で伎JFlした各視の飼料による平均体蕊 Jfì 力CI らりとは， 11)] らかなおまみられず，

TabJe 11, 20H 齢の体 i誌と，それ以|交の平均体重l~引nJR との !)]j'， ii係rx-~ (lt[f)

R位gression coef五cíent betw巴en the body weîght 品 t 20 品ge in d品ys and 
th巴 guin in body weight after 20 a克己 111 days in femalεvoles 

以 i二のことから?

一ー l 内 86ヲ*

- 0.21J 

。‘ 1"15
- O. ,;35 

0.270 

- 0.301 

- 0.145 

0.011 

0, 410 

- 0, 290 

- 0.3:3、

- 0.306 

- 0.07己

ー♂。.4ll

由同 0.114 

0_466 

- O. 

~ 0.483 

0.099 

(). 430 

0.057 

- 0.215 

- 0.628 

- 0.014 

- 0.293 

- 0陶 096.

0.01:) 

A

B

C

O

F

G

 
キ 1え;阪 iメ tlH 95% で PU帰係数がか主にする。
Regression coefficient is in existence with 95% confidence lirnits. 
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Table 12. 20 H !i，j;O)がよTHをもと lとして，

M巴乱n gain in body weight after 20 agEぅ � days‘ on the basis 
01' body weig'ht at 20 age ﾍn days in female voles 

おとほとんど影響レどいなし s ことが切らかになっ /h o 

(2) 飼料の西日会総括立と繁織活動との関係

(2)1 t監について

コゾヤチネブf 三の士誌の繁'ilWi効l:t，主~~jL と立子治'fGD うとの生Jミによ「て，い〈つかの段lJi引に: I玄分すること

ができるが~ ;:jj~，n状1i~ と ~:j~機発動 J のじぎ分;こは，雪害丸耳 t :~~~~ 200 m g を， その梨学としてき/ご 1針。

Fig ‘ 7 iとは 70 対;とおける tìiB~~~t ;]IJの挙式し設詮分布がぶされているわ i)~J. )I;~~~叙料の含夜半が 4(}"{J rJ r' 

れi議ヲfHVJO) 路公となる事~"1 ヰ:r '~:詰， 20mg 以下のilJ't!交が. c→D→ l干の/Yi に l'ì rJJJ\ !ノ， NH料 D ，

1ず γc' r立，飼料G ，j:_り，その;Jifi皮が IYl らかにおおくなてている。

どれらの事完(;1，繰;ずらj料~t 少しでも合平ずした飼料;む来日飼料だ

けの飼料より， 工ゾヤチネズ?の?と之内:'lﾆ:T [s;_1 1:: {~3. :i.lとできるとし1 う符え

を否定するものである。

っさt(，じ 挙)L'jffi:五七 200mg 以 r.()\ ，~u片!川猟』副知 rTì 11);l ,hk- rJ� "{f~ iI!‘シ

.:ti! )t 1，m: 殺との+f]対引ふつぎの王たであらわすことができる。

log Y' 0, 691 log x + 1. 525~i …'"岳山日 ι(4 ) 

ただし， log Y 1土事丸設w:， log x 1立体可二今

社i土 IA:災係紋 O. 的]は，検it(}) [r,i;':\T':, :{f窓;とであることがわか

ったのにの結果p 性的J!Z!1;t\Jó千百のユゾヤチネ γ; 三ではg 体マ1; の大会

い(i;'~1 {本 rI l::"挙 11， ':\'1】もi が太子ごくなるという相対ミの関係がみら1í

マ
1 、

" 阜了、

したがって~ J!:日行枚分líi' J/' っか v て，

1絞すると， Tab1e 13 のちへがえられp それぞれの鈎料の修正、ド均

γキ;h三E諮問lと iむ "忍められなか〉丈:。

(J).~ う~(~ した二亡、/ヤチメ号、メミのMtにおいて

iます体系:と芸~j.L)JJ~J~t との初対~~tJミから〉 よる 3完治 lFTIv!のちが

ことがで会ないので， k!{のげ j'i'l成熟J!t ?J'~: ~λJ立する n'~'f自

」コ

宰ぺ等監
'.Vt川 q!""け in mlll 日Yαmむ

Fìg , 7 70 目指れとおけど、 SíÛ手 i

月 1]の家/L:t.fk 澄分1rï
.Di.stribution of the testis 
weight 絜 var綷us com舗

IJoundecl cliets at 70 age 
� days. 
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Table 13‘ 70 回総の修正 Sf q 懇丸返還

Adjusted means of test罇 we�ht of the voles 且ttained to a stage of 
sexual mポumtion (testis weight more than 200 mg) at 70 証炉 ìn days 

--14 -

修正平均感1L遺言透
Adjusted means of 
ü三日tis weight (log) 

2. 5789 

2.5930 

2.6no 

2 ‘ 5871 

2, 6349 

2 ‘ 5803 

平均楽 JL f゚fi: ]量
Meal1 test� weight 

(log) 

平均体議
Meal1 body weight 

(log) 

2.6200 

2.6208 

2.6013 

2.969 

2 祖 6 1. 48

2.5465 

6098 

1 ， 590ι 

l ‘ 520', 
1.5355 

1 ， 521 つ

1. 5014 

A
B
C
n
u
p
G
 2.5966 ェ 0.02

γable 14‘ 70 1]歯告の怒1hz重量と貯絡のう王室長まとの相対生炎{系~

.Relatívεgrowth coe!ticient. between the testis weight 
乱nd the seminal vesic1e wc�ht of the voles attained 
to a stage of sexual maturatlon (testis we刕ht more 
than 200 mg) at 70 ag巴 ín 正iays.

2. 5966 1.5503 Pooled values 全体

相対生長係数
R巴laLive growth 

coe伍cients

実験H同体lζ与え
Compoundecl 
th巴忠xperimental voles 

1t~l 休欽
Number 

O. 168 

2, 267 

l ‘ 62;; 

2. .363 

2.642 

え 394

4

《
J
Q
/

つ

L
Q
I

つ
ノ
ゐ
つ
ゐ
唱

ηノ
b
q
i
-
η
L

A

B

C

D

F

G

 

Table 15. 共分散分析表一縦の性的成熟度と 5 滋の飼料との[)g係、

An乱lysis of covar�nce. R邑lation between f咩e sort of compounded clîet古
丘nd 絜tensity of reproductiol1 i11 male voles atta絜ed to 乱 stage. of sexual 
τnaturatÎon (t巴stis weight !11ore than 200 mg) at 70 旦ge in days咽

、[!. f{J 可ι Jj・
Mean squ乱re

w対 I1会長係数

Relat�e growth 

coeffici巴nts

o亀 0424

0.0205 

819.3 

O.082U 

仁司)
W咜hin 

相対 !t j廷係数
Relativと growth

coefl�.c福nts 
主主 力主

内組

0.0415 .3.9013 94 2. ヌ29

O.?37bネ*O. ')'!99 

Common 
修 i区、F ~cJ 
Adjusted mear協
会体;

4 

4.8512 

判 Signifi.cant difference is denoted among the adjusted means of sem匤al vesic1e weight with 99% conｭ
fidence limits. 

98 Total 
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Aる五iドj日 (IV)Lゾヤ子ネズミ

よる慾補Ri~t)]のちがいを分析してみるととを考えた。のう 711:誌の変化 ;Cいら，

もとめたあと，与分散分trî'によって\t: (~， lt~ ， 

/;:~(D 、Iz[!ョitT:h1iのうlIt致を比絞した。

手UI.)'守干を己 Wr絡のう系議との似/1'lô.i三係数与を:3f L ものであるが， とのよとよ fミいおjrr、乱ble 14 (土，

とれを，ほかの係紋と{及川レピ取り dらつかった。O.1G8 は千j、 ú: ;JiIT，ではないから，料 Aの桁:設住民係者tv

G について~ Jt:_)}i枚分析会おこなっ jこところ，それぞれの飼料のF , D , C , B , <>ずれ

2. 2?9 止;) .fiií の f;';j炉、の jhj ちの本Ilkj/l.以係訟は，られたりまた、修正、iλ均fi'î' 'f ?l の弓

なり，統計的に fj}%Lr記{プあった (Tabl巴 15) '0

()の飼料の)l;浅のm)刊長式はコぎのようにな、たハ

log )'=2.229 log x … 3.6374 ......内 も凋^>.^…い》日<'， "".v" みー([))

ただし令 log Y は終のう 11l _IÊ、， log x (土怒 iL';i主張。

'[、able 15 (J) !窓 11二、ド iセJfrJ''f~のう l主主':tr'i ;J、、官れた。共う，;} :Iiy~( ~:+ tJl" 0) ~~h .sj:じ'[岨able 16 iこ ii ， 7011 紛;こ JJ(J

ぞれノモ"jLO)う;選;選 n:Hc(:T:訟なさーが認められたのvご，災 (6) Iζ ょうで，ょう ic ，

がで乞?プ() '9" わら， 111::11 ソド 1'::/1;ト~:;'Jのう Yfi'3 つlζ r.g .5}ずおこウヰ:12 恐l:rcífè去したところ，

F であ心。

)
 

、
】

t
 

〆
{
t
\
、

、

D, し、 lXJ半~(;， '"(~して中 fi\Jの千C ，も ""'J rとも/卜全r./ß ，も_") (~:もざいNû料おと，

B コキ目立l"U くぷli土，

log Y =2.229 log ;'(....3.4998. 、 p 、""'ぃ，………ハ 日ず……ぃ……昭 ι3 同...(7

うiiji;'!(三のネ対 '1:長式 iid'1

i口g Y=2. 22910広 );:.....3. '1980 日@‘..‘パ句..‘匂'“'崎、 ，一'‘切..、 e 号 ι'" ，."，..，白‘。...... (日〉

Fc71柱i糸口i三Jl2 :iえは，ュた (5 )であらわされる。D, rDj J;'iC , 

ただい log y ~i}片務のう溺， log x (ま q}}L:ifftf立。

のう IE:Ø~t ~ζ よど; tl:íi'J!l立 ;f~JftO) ちがいを示したものである。飼料Bの3 つの十日丸山:Jk式は，C~ しり，

も勺ユもおくれてし 1 る。iザ精のう ilkRt[ふがドi将!成熟度がもっとも滋んなおり，却水l.(~ ~ふ

tぅカ'V\(土， 法t;2 J .l.i.お1車;j.(/)

Tabl日 1 札'70 I1 I必の {iî'f: ïE 平均庁1-' 1"1;;' のう常設

Adjusted means of ~3em.ìnal ve話i cJe we刕ht in 111乱le voles 

aitained to a stage of sexual 111孔tur乱tion. (test::﨎 w白i乞ht

more than 200 mg) 礼t 70 ag日 ín day日

すべて"な e~と CE ってし、おかぶ，;立手前半、t0) il~.i~:L 1守主IlP!Z PJ.外は，

、F j:é'j 与~ 3¥ 
Mean testis 

(log) 

2.21 ,',1 J:: 0 ‘ 05::_;() 

2.1245 O. 1261 

/.. 1 ï仰+ C.090/ 

2 ‘ 1190 :1: 0 ‘ 1006 

1.世771 二1:: 0 ， 10制

;>‘ :l4?O 

じ 1 ,177 

2 ‘ 1:19勺

に 1?23

1. 8�'B 1 

th日 expεrimental voJes 

お
じ
り

F
G

2. 6.~)()白

2. 凸OlJ

;ヘ

2.β1AB 

~) 54�5 

2, 13/7 士 0 ， 0400
.") 1 勺フワ

~争子 Ui ( 
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soo 

Fig ‘ 8 70日齢における飼料Aの雪~JL:fむ誌と l仕事iきのう E主主設と
の7十回女J :1:.[;;;
Relative growth betw忠en the testis weight and 
th邑 seminal vesicle weight in ind咩iduals atta匤ed 
迅 stage of sexual maturati.on at 70 age in days , 
in the compoundecl diet A. Upper allometry; diet 
B. Middle allometry; diet ぉ C and D. Lower allo鍋
metry; diet G (roughage) 届

100 

モコ

1ρ~;tIS 

合千Fヰqとおおきく依存しているものと結論づけることができる。

ところで，飼料Aの相対生長係数が， 0.168 となり，こ かった混同 l >t: Fig. 8 から

検討してみよう c

Fig. 8 のなかの 3 つの直線は，前述した 3 つの相夫LHミ式(式 (5 )，式 (7) ， :;え (8 ))てFある。機

斡lとき芸丸 illJみ縦軸lζ のう}f( -Ittをとっ rで，釘料Aの資料をプロッ l、ずると 9 率先自家震はおなじであり

ながら，貯精のう詮設がひじようによく 5E迷した制体と，そうでない倒体とがあるととがわかる。貯精の

う玄量がよく発議した1I!;j体は， 'f:tf-Y~成熟度がもっとも進んだ相対生長式 (7) よりも，さらに滋んだと ζ

ろにプロットされているので，飼料B より性的成熟皮が巡んでいるととになり，ひじように早熟であると

とを示している。しかし， ltNiIのうi'E:鐙の発iものわるい flil! (.f ~ふもっともおくれた相対￡長式 (8) とほ

ぼ一致するので，の~':r精のう議題 lt相当するものであるの

つまりー飼料Aにおけるエゾヤチネズミの貯粉のう Bì畿の分布か~)~ 2 つの鎖的J?i2 ﾌII[ 11\ずることができ

た。その l つは， 飼料A~ζ含まれている即応の濃厚飼料によって， 性的成熟i交を促進するととができる

似体と，もう 1 つは， l乙含まれている しでも，こ ~ -
せることができな心経l~~.TI料， 100% の飼料G とおなじ性的成熟度にレかならない{[;)!休とである。濃厚釘

と， Jl'T紛のうl\j:重量の団体gE奥 n:::1 tcÀ ぜ， このような 2 つの傾向があらわれるのか

は，ひじように注目される問題である。

(2)--2 騰について

紙:よりも単純に分針ずる ζ とができる。すなわち，体7設とj='7.0:設主;との相対生

J乏をもとめ， そのあとで共生分散分析そをつかって，

TabJe 17 !どは歩 70 日齢における体重と

したむ

の相j('，i'~主尽係数1):示されているの杓対':t二 jミ係*~は9

fiìirf'fによって，かなり大きく変動しているビもかかわらず3 共分散分析の給;;ミでは， ζれらの係数lま，コj明

ベで平行であるととが切らかになった。また，修ょト:'f-λ.GJf'í?ill、 tえは，

の飼料の共~]_の相対忠良係主主， O.941!ふ統計的IC;(j';窓義であった (Table 18) 。

ii\;:ITt:と子宮市'議止の:Jt， iiTI O)相対ttJ疋:t~1ふ

log )1=0. 94110g %+0.13:31 ...."。… _0" ・ H・………………宮 ..'_0'… (9)

とた;;:)(..1た応、し， 10芯 Y~主ω(-f411t蚤， log % t主体T['( 。

られ 6 主主
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関する研究(lV) (桑焔)

γable 17. 70H 附の{不混と子安京支?との相対!tK係jß:

.R.elatﾍvc. gnJI'vth cocf五cìcnt between the bocly wcight and 
the uterus weight 1n female voles at 70 agc in days 

エゾヤチネズミ

持i 対生長係数
民己lative growth 

coe日icients

実験伺体に与え
Compoundεd 
the experíment乱1 voles 

仇!I {本数
Number 

o‘ 3 .30 

1.450 

0‘ 558 
60ヲ

1 750 

0.385 

く
υ
h
d
A
J
1
J

内
O
A

什

1
2

ど

2
1

つ

A
n
n

じ

O
F
G

T立ble 18。 共分数分ザ?ぷE 6 穏の飼料!::!l誕の;_1Z Yill活動との関係

Analysis of covar1ancι R.記lation between six sort of compounded d�ts 
and intensity of reproduction 1n f在日1乱le '101巴s at 70 agc iτ1 days 

、F 均すドプ7
Mcan square 

てカ lil
Sum of squares 

相対I:lJ毛係以

Relative growth 

coeiIìcient吉

0.0590 

0, 0249 

O. ()~)76 6. 9Il] i20 0.941 

。個 74ヲミネ*3.7460 r 
J 

6. 7865 

(). 1 :?46 :-) 

Within 
ヰ[i対生長係数
Relatîγ巴 g-rowth

coeff�ie:nts 
共 ìlïl

Coπ11110n 
修正 'IZ 勾
Adjusted rn日ans
全体 10.6571 

判 Significant difference 﨎 denoted ar即時 the adjusted m朗ns of uten間 weight with 09% confid肌ce

1�mits. 

125 Tota! 

1、able 19. 70 11 紛の修 iE 、ド J::) 二j二 Jt0; 定最

/¥.djusted me乱118 of uterus welght i11 fcmale vo.les at ag位 in days 

平均了、 70; Jft 1量
?叫似m ut時rus wcight 

(log) 
t
 

宏
一
仔
わ

ρ
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本
)F
h
M川
官

げ
代
【

3
1
1
 

い
γ
b
〆
L

日

ロ
ド
a

一J
:
ρしM

M
 

1.6守43 + O. 1270 

1‘ 7600 :J_ご O‘ 1092

1. S29ι 土 O. ]27:5 

1 ， 4600 土 0.0守56

1.3984 :+ 0.1211 

1.2526 土 0.0747

l 匂 '?2S:j

1.7766 

1, ~.) 17呂

1.4436 

1 ぜ 40ι6

1‘ 236 (3 

L '1961 

�.4808 

L 450 ブ1 

1.4458 

1.4708 

1.4464 

A
n
口

C
D
F
G

1. .5 120 士 0.04481.5120 1.46:32 Pool日d valu巴日公 1)';:
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'1、able 19 I ま， 70 日献の修正不均子宮)J!cj量各自己aN ごとに示したものであるつ

1I自の比較には， ;it (6) がザっかわれた。この結果， iま，
、

ζ し、 t)~ ， A 

ι 外の，ほかの飼料とのi!iHζ 令。;訟な tf~ -jß. fi;ぷゐられた。 また，飼料 C ， D, F の|笥には， 有意な2きはない

が， írci]料 C ， ひと，飼料G との['I'IJIζ有;ê\~な授が認められた。しかし，飼料F と飼料G とのri引とは，有;会;伝

授;ま認められ7よかった。

J::J J:の結束から，修正平均 j二'l立i7f;議ば，つぎの 3 つに区分するととができる。すなわち， ?゚ 1 t土，飼料

A , 13 , ~行 21む飼料C， D , ;1;13 は9 飼料G となる。とれらの関係を相対!t長えであらわずと，つぎの

ようになったっ

飼料A ， 13 の栴対生長式は，

log )'=0.941 log x+O. 3832 …ー………".，....，....>………命，...……… (10)

鈎キ'l- C ， むの相対生長王立は，式 (9) となり t ~~~キ:↓G のね文、J I:I' 長式 tt ，

10氏 )'=0. 94110g x-'O, 1243 ' …… ....>.0>.'..'. 曜日噌 H ・ H ・ H ・ H ・ K ……ーい .(n)

とたる o iこだい log Y ，ま子宮常設， log x は{本支。

このように，体没と子宮:弦最との相対主主主まえは，修正平均子;可愛髭の 3 つのほう}fごしたがって示すとと

ができるがg 名飼料の縦の平均体重tct土、あまりはっきりしたちがいがみられないことから， ，{本守?と子宮

廷援との相対生長を1f!f視して子宮窓還の分布を示すと， Fig. 9 のようになった。

子滋2重量が 40mg までは性的未成熟， 60mg 刀、 bj1性的nx熟〈低駁可能〉であるとすると，飼料A，

13 の T宮返鍾は，性的未成熟から性的成熟まで分布している。飼料C ，ひの子宮廷-i!iiも，飼料A ， 13 とお

なじように，性的未成熟から性的成熟'主で分布しているが，世!:il{J未成熟の頻度がおし性的成熟の長l'fI交が

{尽くなっている点で，飼料A，践の分布とちがっているの飼料G の子宮愛重量の分布ば，性的米成熟の事Wl ì!Æ

く，続的成熟の鍛度がまったくみられないことが，前 2 者の分布とちがっている。

このように， Fig. 9 に示した子宮古ln量の分布にはそれぞれの飼料による特長をみることができるが，

乙 ζで問題にしなければならないことは，飼料のよ之浮飼料合平F容が増加すると，子宮?重量の測体変史が大

J ハ
'0 

o 20 40 50 00 120 
}寓草畳

Ut町、J5 W引qht :n rnill 明6iTlS

Fig. 9 70 日常れこおける-f.
'ß窓遂の分布。

Distribution of the ute自

rus weights in v乱rious
compounded diets at 70 
age in days. 

きくなるという羽殺である。これは， ちょう による織の貯精

のう滋最でみられた現象によくにでいる点でÝt: Fi される r;iJ閣である。

(3) 飼料の熊重量量

飼育実験でつかったかj料の栄義的特げは， Table 20 fこ示すとおり

である。籾飼料率とは， 飼料ゅのノレーサン ii5t't<の合有~*くのととであ

り ， 4096 から 100% までの配合飼料がつくられた。

可消化養分総長本と司miヒキIF安佐l交ネlふエゾヤチネズミのìt'Hヒヰt

試験から決定されたものでなく， それぞれの飼料の配合組成をもと

lと，/!二 rc /，こいす

僚を示したものにすぎない。

ら計算されたもので、き 1 つの栄養灼お

籾飼料2容と ifJ!の関係になっている。籾

ると， l勀iii ir.縫合〉総長iネもまた胤I

カ11するという関係にある。

fíjììH昨日夜 は~ 12，、 13%の ;Fîi[):討を fj 艇にし
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Table 2(\ 実験 I で使用しだ配合飼料の栄 3率的特長

Nutritiv巴 chaT.acteristîcs of the compounded d�ts used in 1:11e experirnent.s--I 

in cage-reared voles 

ヱゾヤチネズミ

勺 7

! 

!))>

J)

t
(
(
F

ぐ
(

F
Q
p
h
u
h

リ
t
o
O

〉
ハ
リ

Table 21. _r-t 'I:"'J の'fたJ j災食[};: (gj 百fJ:î/ ri : "11'ち:-1な)

l¥lTean 匤take of the cornpollnded d冾ts in c正ìge....rear巴d voles under auto明

matically reglllated cond咜卲!1S; temperature 18-, .20"C, relatì、'e humid咜y 
60 、 .8096 ， 1ighti.ng on for 14 hours per day唱 (Dry weîght;ε!animaIìd乱y)

J ハ-己 nミ (i

'_ 
1 '、

、 f
。

孔IIale

F'emale 

Male 

F巳male

M旦le

Fem且le

M且le

F巴male

0) 
o 
サ叩

A
U
O
O寸

ち
fﾇ 

小0
0
+

A 

B 

12 ， 6 土 o‘ 8

12 ， 3 ャ O~ ;) 

10‘()土 0.9

3. 呂工(). 7 

Male 

Female 

お
Et 

G 

似し'Íl吉{こな 1こなったカらべらずしもは行:どおりにならずp 制λ"i c の刊'j イ!合五戸 l桁本:丸 11 マン

.--)‘ LT ち Jj~でおろので) ~:r~ 'fz~'ノドぞ~': {)ムめよ、また，栄}l~ヰqま，飼料の守ノ'1{t((ド次予ンスの指行:

~I初日れずご21)。

工、/ヤチネズミの PT会主;Table 況にはp ヱゾヤチネズミの 1 H ;11 りの絞会長が乾燥司lftf で ;jと;~れ?と。

主こ， 対λ と仰の t~~l土， (~の告げ''/-Iごついても泌がii1むにともない， l)-Y;う三ずつJp'Um する (!fi IrlJがみられ芯 η

食査を ICi;l:，統計的有L\;をは認められなかったの

zj;:、/:;:;'.)長 i! :f'fA と削NBで

はり 2 こなおじ

い官、ばλノノたきなちカ旬、があらわれるのは p

あるのに，飼料 G でしJ:， 13. 刊 誌Lt., 70 n il(，;の;摂1な{i:t iJ t 6 .-..__.. 7 g 

飼料の摂食廷のなかで，
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この )jj(因を検討し、てみ

まれ籾飼料;*~と撚食 Ejnとの関

i45をみると， Fig. 10 のようにな

る。この国では，雄と i般の挟食金主

iま，ほとんど向じ傾向で変化して

いるとんがわかる。組合~*ヰヰくがi針

加すると限食器、も増加する ο
1α〕

つぎに，粗飼料率とまったく逆

Fig. 

Fig. 10 とま

ったく 21の[苅{系になっている ζ と

，戸、弐:- IYｭ
ノミヨ r~1

る。

の関係にあるロJiì'j化漆分総量:ヰ'と

J'J'li食量との関係をみると p

11 のようになり，

がわかる。

〆メ
100 40 60 

~ll 官ai 料率{日)
Pen乙entdge of roughage of dids ('1,) 

1 臼の摂食誌と粗飼料苦手との関係
/五・ 2 右:平

Relat卲n hetween the m巴an daily intak日 and the 
percentag巴 of roughag日 of di邑ts in cag忠倫rear記d
voles under automatically rεguIated conditions; 
temperature 18~'20oC ， relative humidity 60-~80タム
lighting for 14 hours per day幽 Mean da�y in“ 

take of the compounded d.iets in 20 , 30, 40, 50, 60 
and 70 ag日 ín days are indicated respec�.ively in 
turn upwards from lower line in the figure. 

Left : Male. Right : Female. 
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栄主主E干\2:: Hf食器i との関係 iま p

Fìg, 12 ~ご示すような傾向で変化

する。栄養蒋\3， 3% のところに，

第 1 のH11折点がおり g ついで， Uf' 

では， 4号 09ぢ， f祉、では) 3.896付近

ひじように弱い第 2 の1m折点lと，
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qき〉込部\
がある。第 3 のiITl折点は 4， 4% 付

3.3% k:体として，近であるが，

から 4.496 まではB 栄養不の増加]

66 

にともない摂食最もわずかずザつ減

没後lと T百消化組蛋白質来と摂

食設との I潟(Jl;カ ì ， Fig. 1:, ~と 5F~ さ

れ，維と断ーの変動 lま，ほとんど問

じ俗l!fiJを訴している。キlH責主i 賀.%\

jß12.8%)よj、 uこなる è ， f長f主主2の

少する傾io]がみられる。

日2 己6 51. 58 

可;角化賞1)総量事「ん)
Per同ce町n廿ta自e 0千 10[.同al dige引!わ制bl岡e f!U片Ir氏即2 門けt oi d出'"肘十出s(門'!ん1、。

l 臼 のf狭J兵{食霊賢蚤?まF ととιA二い口UY消?荷1イ化七ばZ漆さ釘う分?総f宣蚤言量ム 1ネ卒字f と の j関受苅i係
左:吉右:♀

Relat綷n betwe記n th巴 mean daily intake 乱nd the 
p邑rc也nt且ge of tota1 digest�le nutrient of diets 匤 
cage守巴ared voles under antomatically regulated 
conditions; temperatur巴 18~20， relative humidity 
60， ~80お， lighting ior 14 hours p邑r day. Mean 
daily intake of the compounded diet告 in 20, 30, 
40, 50, 60 and 70 age � days are indicated re柑

S伊ctively in turn upwards from low日 r line in 
the 品gur巴.

Left: Male. 

。

も守58 ち4

Fig. 11 

変動がひじように大きくなってい
Ri宮ht : Female. 

:主勺たくわからない。どんなj京悶 iとよるものなのかは，これが，るが，

よって，

おもなる原因であると考えられそ O)J

以たのととをまとめると，ヱゾヤチネズミの 1 日の摂食道は，

これは，飼料中のカロリーが，おもに変{じする ζ とがわかったっ

る。
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pectively in turn upwards from lower lin巴 in the figur臼，
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くごの災殺は， ;Ä}J1*._1間以後のエゾヤチネズ

ミの生長。
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どのように彩タ~{されるかそし

らべたものである。

ベベ{こえにってヲ

被jば飼料の合平I本をかえた G 磁の飼料で

13 13 
町議踊ーや

PerCenl'�e o-f dig E' stiblや口 ude protin of 行 :e十ら

1 EI のt~bミw.:とれ:&: 1":1資本との関係
1" :古.:{， ; .7 

Rela tion brぅtween the mean daily intak巴
and th巴 percentage of digestible crllde 
pτot巴in of d冾ts in cage-reared voles 
under automaticaHy r日gulated condit卲ns; 
temperature 18へ 200C ， relative humidity 
60へ.80% ， lighting for 14 hours pcr clay. 
Mean daily illtake of the compounded 
diets in 20, ao, 40, 50, 60 and 70 age 1n 
d旦ys are illd祥ated respectiv日1y in tllrl1 

upw乱rds from !ow巴r line 匤 the 劦gure. 
Left ; Male. Right : Female. 

L1iilY-Y された 1)]イ本みj以後のエゾヤチネズミの
12 11 

~U;この仕方には，とJ!lítとで約百のちがし、

Fig. 13 が泌められた() h;lf~の毛ごは， 1:t~ Ji三企部，)の

40:お以下の自己J料合平jコq:;が 50(?ò の ~i~i料エ予

との V)!i]で 11] らカ〉ならカ〉し、カ1 ii忍めら才し/ごが，

このよう 7江ちが l 'if.it認めらt月([0)�J: jえで lふ

れなかった。

N~;f、トと繁?立?ん白j との関係では， k:(f一己二雌 J

よって級品(i

がほ!Jが554筏，i~~Üた。しかし，

i~ltl :t1" ~:も

飼料の合右手会場jJl] させると， U'j'給のう]乏

;誌や)':_F'l~:; 重量のおi体変異が著しく階部 i L, tU!'] ]jxA':!H持]体から未成熟fM休まで分丹1するよつになるのこれら

の l;n件;炎ji}の 11'!1)JII (J: ，飼料11' の濃厚飼料の y:fP氏の\1:万によ 3 て 2 つの符írilJfご区分することができる。 l つ

もう 1 つは3 飼半いねのi良厚飼料

よって早，熟け0::;おらわすことができず，ムー成熟のままの状態にある都i体と

るととによって中主義J間二なあらわす fi，j 体と，

こそJ災食しでも，

であるの

iま，
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実験:豆 大:5'.;散の添加による剣料カロリーの増加の影響

1) 実験材料と方法

二と勺灸 II では， Tuble 2:1, にjJ'\. し7';: ,1 乙れ以外の;夫総条 Vj ，~ま，ゾミ紋 1 とまった

くおなじである。

この災験i土 9 大，ï'i�i 0) ， 4 つの処F晃一一 O~ l~ 3~ 5 ，96----ーが:t.ゾヤチネズミの {I 日1:: 1交の主主 i乏に， どのよう

に影宇干するか~t: 'l.Jl るためにおこなわ4l たり

2) 結祭と考祭

(1) 大:受i自の添加による銅料カロリーの増加と{本意土駄目釜との関係

20H 滋の体 t玄とその後の体i三iWltm量まとの Ll'!級以i婦そもとめたあと p 共必守え分析で， 合子制料の平均体:ill.士ffi

JJII単:を Jlノ』がえれしたところ，維と邸の[，Iij)j で~ iM: a- lっ'j0宇f;訟丸:は「ぷめられずよかった υ

総:二郎とについてのけ齢ごとの修正、1;均体設鳩JJ!ifà は， Table 23 のとおりであるが，このよ;殺でえら

れたがj~~誌をp お験 I の結:lfU:: 七えすると， h:i� においては，飼料 C ， D, F と，また， JL燥においては，かj料

じよ，ほとんど悶じである (Tabl己 10， 12) 。

このよう ら，人ユん'L!J 0) �1¥JJli による自社キヰカロリーの lf!~刀[1'むエゾヤチネズミのごとj乏には T なんら

の影響もおよぼさないことがわかった〈

(2) 大豆油の添加による飼料カロリーの増加と繁獄活動との関係

まず，総については，率I)L積立t と I:í'精のう JJK 員立との相対立まえがs とに át'~1r され， Jたうt!枚分析がおか

こなわれた。その結果l 4 Htしつ自社科の|川崎係数 V d..， すべて平行であることが液泌され，つぎの約九jfJ長式

がえられた。

log Y 出，). 163 log x -6. 1249 巴 ‘' ・ ，.川、日 。"，' …ー.、……・ー・町，、(12)

ノレーサン・ミー 1レ

ヱンノてク ;[j} 米

続|勾エキス

大iJ ﾔI 

Table 22 災験 II でtJ~片j した配合飼料の配合 i じ

Compounded d冾ts used in the experiment" II 

Alfalfa meal 

Oat meal 

Fish meal 

B己旦 1，1 o精 

Table 23加，~J.会 II における修i.t: _\}仁ぷJ 本泣 t[l }JII illl: 

Adjum記dm巴ans of gain in body weighl' in the vol巴s after 20 age 匤 days, 
on the basi詰 of body wcight at 20 age 匤 days � the 日xp巴rìment-II 

tt 5JI! 
Sex 

対f; Male 

計~~ Female 

K 

78 

15 

U 



エゾヤチネズミ的体liY‘ cDit史れと r*l するM '0'i: (1v) (桑制) り
J
V

り
λパM

たどし， log y tま!fi't!与必う逗 JæL log x ~土:終 }L-IE .là<

4 般の剣:れの，それぞれ(0修正、Fl-éJ灯'紡のう :72誌は，式(12) J i) rii、採点れ、 'fable 2<1 ';こノド sとれたり

乙オ L ら う /11 致問 lこ潟、:f:~~な i立があるかどうかを検定したよころ，統 ill 〆Jtプ立干は認められ

なかっ fこ。

だよ!。のととから， );弘司ll{)){~'功I! による飼料カロ1) --..のj:1(l)JU ~， i ~抵の%減活動;こま川/こく;必;~~しないこと

が 11!Jらかiζ なっ/こ。

, ..jJ, rttif については?体ょ{(と子百:_!;jJì 鋭、とのねjメゴノヒ ;btiJ'; , ßrijキ}ごとにロ jj)j:t~ づら {こえ~t)オ L

た Q その結件七 4 すべてヰi.1'í であるとd とが{添え泌 ðt'1 1 つぎの相対生長式がえ

ら lli: 。

log)' ft 1Gl log x + 0, 8464 ""、 ..."巴 色句い‘..，.，，，，，...……，，，(1:))

ただし~ log ,Y ~立 J~' '0[:rYl11ふ log x ， よ 1本

"* E!~O)飼料。J修正、V J::~J.::rA!(t IE: J剣士， 式 (13) より計jt~ーされ， T司三冶'al品計山i汁出刈bl泣le 2お5 (にど司示、 Lさ下 jれLt犬\つ ζ の亥iににごこ岳/刀ぷjド古

ふカか与どう;か/ウがjρよ忍会P子詞沖卒検主ぶ;、jヒiご汁すすjググ3ゐF ると， 統計[がj干T~~:;iが泌められたο

式 (6) 手二つかって， し?こと rころも と向中、Hえとのr:引にわ，(えな五円があらどd

とが i') かっ 7こ心

この ~J.i :)，~， )<.s~l AtJ Q)添加による飼料カ口ソ の治加が~ lf['f~O))?紙~ii~i ØjリIJ'こ影響号をあたえることが切らかに

なり， f;ff:とちが勺たとと九iの{土万は，とくに;1:おおれる tUHl必であ叩 υ

Table 24喝 :J_:験 II における 70 口約の修!E*:tノJ時í'Hí のうよ'滋

Adjusted means of s巴 minal vesicl巴 weight in ma.le yoles attai.ned 
to 社 stag忠 of s日x1J al maturation (test.is weight 1ηore than 200 mg) 
at 70 age in days in the experirn忠良tll

E 5566 えり()1.;. 4 2 ， 1236 土 0.0929

~，而 2, 1829 2 ， 02ì凸土 0， 133ヲ

6130 え 1133 2也 05 ，';2 ゴ二 O. 1 

K 2, 60(H :'， 0ヲ 56 2.0763 :t: o. 1 九 y

ペモイキ: Pooled values ム 5943 2, 0809 2.0809 土 0.0632

Table 25. 実験 llfこィヨ;する工!日々の修正、i':L~j )こ "6Ij主題

Adjusted meal1S of uterl1S we刕ht in fema.J巴 vo 1.es at 70 age 
in days in the experiment…II 

K 

1, 46n 

].1 己62

己4ó

L 44L!. 

平均千仇;' }jj; 愛
Mean ut日rus wei.ght 

(log) 

tJf主活
Mean body weight 

(log) 

1, 4504 

1, 47:34 

り

] . 4463 + O. 05ヲ?
;‘ 46ヲ7 土 o‘芯

> .5 436 土 0.1618

1, 5961 :t 0.0918 J , 5885 

全体 Pool日d values 1. 4581 1, 5040 1 ,,)()4() + O. ()',48 
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3) まとめ

大21111のぷ机による飼料カロリーの域力1]が， )}J休期以後のこにゾヤチネズミの!:~ニ長・繁殖にどのように影

響するか脅しらべたのその結来， ~:I二段 lcっし、ては9 雄と乱:jl の Yif6おもとも歩まったく影草揺されないがp きとj治活

動については，殺と比百;の liTI iこ明らかた:ちがいが認められ，主佐の繁獄活動 lま影喫されないが，雌の繁磁治宝jJ

l立 1Jljfj主 zされた。

実験: 1立 部ートコフェ口一)~の添加の影響

1) 実験材料と方法

多~寝食涯において，飼料Kがエゾヤチネズミのi拾の繁慰活動 Jと影響をおよ lましたことから，この斜料iこ jíiJJ

物の繁殖活動を促進させる出♂トコブ'f.. í.:.l~}レ(ビタミン E) そ添加することによって， さら lにこ:繁紫折必鎚jf川E可い{

が促j縫i箆i されるかどうか号会告みたのが， との災験であるの

Tab!e 26 ，乙;示した飼料~j:， æ- トコブエロールの添加によって 4 つの処班があたえられた。出トコフ

エロールば lrh伎のビタミンであるため， 大立証1:1 }ことかして使用したので， Híìの飼料の)(~主主1Iの含有率

は，すべて 5 がになっている。飼料以外の実験条件は=実験 I とまったくおなじである。

2) 結泉と考察

(1) æ- トコブエロー)1"の添加と体重増加筆との関係

20 日齢の{本窓と，その後の体重増加 i誌とのji主総! 日婦をもとめたあと，共分散分析がおこなわれた。

その総菜， 4 極の飼料の!日j帰係数は，すべて、[2:イ5^であるととが確認されたので，

lご有意なぎがあるかどうかを検定したところ，統計、的ずj

Tab!e 26. 実験IIIで使用

じり111pounded d冾ts used in th記日xperiment-.-m 

ノレーすン・ミー }l.J Alfalfa 111邑al 78 78 78 

エンパタ粉末 Oat meal 15 15 

H:l"降l エキス F﨎h 111巴al 勺 7 ぷ

)( tチ、 対! Bean oil 5 4 しっt 

出-トコブェローノレ(i主〉位 Tocoph尼ro! 。 2 

(注〉 α一 i コブェ口一ノレ 10 g/大尽ィ111 5C 日 g
10 g of αTocopheroI d時間lved 印刷)g bean 0;1. 

78 

>

“ 
2 

3 

Table 27‘:j[験日[における修 ïE 平均体 ùit J"f'，'/がi 議

Adjusted mcans {)f gain body weight in voles after 20 ag巴
in days in the experi111ent.. m 

性 別 l 個体主主
Sex Number 

t4�; Male 51 

雌 Female 44 



エゾヤチ夕、ズ i(同体ill の変動 lこ関する研究 OV) (f¥fJ1H) 2ti 

定患貴闘における修正平均体:ili:増加績は T註ble 27 のようになる。この表に示されたJをと i慌の (ltiE平均

体主主 ipi加 iiは，実lj免Ilとほと λノどおなじ給染であることがわかる。このことか

どは， α7 トゴブェr1 ，....--'レ (1) 添加!は， まったく iぷ慾そお上 iま怠ない ζ 、L が )1ならかになった。

(2) 伊トコブエロ…)[..添加と繁殖活動との関係

まず， i\ií: については，事メt ü1:j読と骨r紛乱)う lfffi:Jjl との相対公:tJ:が，倒率トご，l: 1-こ ii'L~1j さ tG ， 共生h枚分析がお

こなわれた ζ の給二ふ 4 れ!の主制、いρ相対~1:lQ:係数 t~;，すべて、V， {-j であることが!{仇討され，つぎの相対

長;;:\がえら fLt: o

log Y=3 , 537 log x~7. 0506. …‘，.，，，‘…………，ハ…ーもけ A 一‘""'(14)

ただし') log Y はお'*1';のう i石 Jfå ， log x ~立主5丸 !.ll与io

H長。コ fiCil;þ'f O)，そ才しぞれ(7コ修正 'FYJ Wj' tflのう怠 &Uお お(14) から立十却され， Tab� 28 tζノわすとうり

であっ fてのとれら う jf( .f辻 1m に :(j 訟は授があるかどうかを検定したところ，統計約11'Sf:~;ç:

は認められなかヮた。 L(J)結 J仏

いことが IJïj らかになった d

t慌につし γこーは，主 ilí: è:子宮市 52との持 j刻三がおj料ごとに 0;十訴され， Jt分 n~{立汁行がおこなわ~lた。この

が:札 4 将の色j料の 1甘え、J'I二よ七{糸お(が、/1]'さない乙とがわかったの乙 {*~l立と子宮山;えとの似対!t長から 9

4 磁の飼料 (J) j士宮 iltl詰 ;;;:.J士、中;えするととができなくなった。そこで， 4 fillのか!料 0.) 、 ιj体 'Ü:を In\ 抗して啓三ド

均乎 'i~~ rfi: 主主だけで~~mrmO)J之iti'号とおこなった。

出トコフ」ロソレ (J)添加と平均一子'広主主との関係;ま， Table 29 ，ζ不すとおりである。 との表lζJ、る

丁目bie 28. 'J;i!，免 l立における 7011 防の修正平均rtNIfのうI.EtïJ

Adjusted meam, ()f seminal vεsìcle weight in ma1e voles attai.ned 
(0 a 日tage o.f sexual maturation (test� weight mor日 than 2伐Jmg)

at 70 age �.n days ¥n the experiment..m 

験GIf1l1Jjp!ねouとnd与巴えd Me<:干]にj 滋 iメs141E iig立h .Me平aJ均Jlj主将のう
巳乱n tesi 明Telrrüt n seminal 

the expeγÎmental vol巴S (log) we刕ht (log) 

K 2.6C コ 4 2 咽 09、)6

L 2. ~S413 2.05二口】R> 2.2372 エ (λ1174

M 2, 6283 2.2433 三。 1220 -~ O. 0819 

N 2.6360 :仁 156S 乙 0079 .:士: 0.1 !4J 

r全体 Pooled values 5940 2官 1244 2.1244 ヰ~ ().06ヲヲ

T日bìe 29, 部 N トコプムロ，.... )VO) イ:~:1f:Tj孔と、vょ与 :rH1" IEム:と 0)[渇係

Relation between th日 m巴an llterus and the "'-守、ocoI汁lero]
content ﾍn cOlI1poundecl diets 

t
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J
主
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b
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出
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1) 1.5835 ::L 0句。ヲ 18

1. 59ヲ7 土 0 ， 117~-) 

1.6223 土 O.094?

1. 7212 士 0.0415
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と 3 市一トコブ L 口，ルの J<I!J JJU と平均一子宮重量の椴加とが，完全i、こ A主主していることがわかる o -_，rなわち p

出トコブs... U 曲一 jレ oJi，l~ÙD i立，エゾヤチネ;7.' ; ~:S せることが切らかlこなった ο

3) まとめ

飼料に担ートコフェローJレ(ビタミン E) どを添JJ~Iすると ýJJf本}þJ以後のエソゃヤチネズミの主主長・主~iy�lr ~，こ

どのように影響とするか長，しらべたくJ その結去し災験立とおなじ結果がえられ，的の紫猶活動だけが促進さ

才L!午、

ill 総括

(1)動物の悩{本 )t;iJニとは，卵細胞の受絡の瞬間にはじまり，死亡するまでの，生活の企過程のととてτあ

るから， そ乙 lとは，いくつかのた予言1交持!?がみられる27Jo スヴ工チン26) は s 家並'1 0)似体;先fJ. ~:'Mi ド]

よー給内J羽以後の発育均l!こ大分けし， これらを， さらに，いくつかの段織に小分けしている。

ところ、で， ζれま"でのエゾヤチネズミの品 j毛と -Æ1ヲ iこ関する研究は~ d:.\ 史後 GJfJVJWJ以後)のものばか

りでラ総P'~禿育の研究は，まったくおこなわれていない1)11)15)附紙。 この論文における選者の研究も，こ

れまでのエゾャチネズミの研究とおなじように， i!日l 後の!tJ乏と jS-;j~tta~研究そメJ象!としており 3 胎内先手7

OJ1，:lげがまま勺 tこくおこなわ*liJ' カ〉ヮた。

動物の!l合内花子7の研究は，つぎの 2 つのi;\で，ひじぷうによB要なものであると考える【 1 つは，間体発

生の U.\ ，~~主d点であるrλ*liOJ ぷiJHßであり， もう 1 つは， 1ヒ般的単純な命日組 (j長合子つから， まとま勺た組織 c::

器官をもっ後維な日母体が， flti体発fとの全1@1えからみて会ひじように矧かい胎内ノ党flJUJ のなかで，急速に形

成されるという問題である。

9~'*青は精子と卵細胞との本IJLL段11合のが!Jふう玄れる。この>:rrLノい朝日 rJf~~í!)~ ， 新しい 1肉体たよとの I::U プ訂正となる

わけであるが，このとき，精子と ßfJ細仰をうみだした 1 ，IIj殺のおま立が，子孫に複雑な )r~でい止される遺{LO)

問題を， ，どのように位必!づ!ナるかを検討しなければならない。

スグコチンは， rn変の L1J (i) (子 R子変えるにはほ叙苓f変えねばI;S. らぬj といい， 苦ごせrの月九ÁJl己資条件を， ま

ヮたくれI常的なものだとみと三す巧えを戒めている。この心理~I外~-C ， ib~ へ、114がおこなったウサニドの実験(J:，ひじ

ように注目される研究である。

彼らは， I!tit.ウサギの妊娠JWrh~を 1011 ずつにほ分い住区分C~)終りの :i f:1lFJ安完全に絶食させることがz

このウサギの多胎十円と給見 lご含どのように影響するかそ実験した。

2足数の給;誌は， 妊娠のす~; 1 のは分の 3 !i完全に絶食させた鮮では~ jfE の Sñ;f守に J&-)çの怒影響を与

え， これらの肢は母体内ですべて死んだ。女子似の第 2 の区分の 3 仁jl J!，J の絶食の携では， 12.5%の死践が生

じ，目白J日~øijイ~!J{:， !iニ誌への~~*~(，ふそれほど大きくなく， ;)fJ r/tl手の平均体重iま，正常な創設J討にくらべてい

くらか小さかった。任絞の最終の区分の 3 11 1m に絶食させた鮮では， !ii:Hおのo二長と給児の発了?を大きく抑

圧し/れこれらの雌からうまれた仔ウガ十q~，体援が/J，さく，コじ 5ILがなく，生活能力が低いことが目立つ

てし、ナこの

これは，ウサギをつかつての実験Mi栄である p ほかのすべてのilrtl乳動物にも共通する問題であると存え

戸、 r
~V 司】 :1\嬰なことは， 生活条ド!の変化が? 動物の日古内発肖jUjのどの時11)Jで生じるかによコ

て，除児への;影替もいろいろとちがったものになるととである。エゾヤチネズミのfl!ij体数変動を研究する

うえで， どのような間態はひじように重要であり， エゾヤチネズミのイ~H本発生における飴 j!'j 7ê'，守の研究
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匤 days 
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エゾヤ :..:r 手スミの:之町れこ11m j 610T:N, OV) (5;主主 11)

'l'able :30, 出生後におけるコムソぉヤギ不ズミ ω 子自 1内段

DevelopmcnLal sta反日s of the vole (Clethrionomys rufownu8 
bed;〆órdi山?)， dnr�g j)ostnatal J)(汀 íod

ガIj {.A l-WJ 

Juvenile stage 

-iJ.'l~ J反体 J(!j

Subadult sta日巴

/&，体 mJ

A.duIt sta白色

を，もつに: iWHil!'Jにおこなつことがt乙;裂であろうり

(2) 阿部{)はエゾヤテネメミ Ød\:1 没の }12(1之ど対!:i分をは lJ めじむ 1:.,:.) lこ。似 ~J. ，

はじ合る時jþjそ焚践にして >~_/j干し，本えij とは体 lUi この [IJJ の f針j 測を

27 

j虫」工 11: ;¥f[ 
lnck、pcndent l�c 

stage 

L ゾム，/ ';r 九 j~' 乙 (.0

と L てし 1 る心

ヰし (;L C./L J 行ぷ((1 (ζャ〉かわれていたものてあるが〉移の _i.lE! ，rX: Þl'入浴j 在三、!ifi;主 j'j !~ぷiびつけてとら J二

ているところに， I J:..:t:;(j'j蕊ムがあると，ぷ

l!iiI;"~) (ま，エゾヤチネズミの!['. .lえ r おける 2 つのお点主イ刊 t;î) lÍii LJこ" 1 つは， iJrJill~Wj= 出!i'九百ト!好切で， こ

を治 1 0) 弘、機とした c もう 1 つ l立、悦 I:<J i c: tJ tllj父熟!UJ，子f;f~~ (r~ ~ζは緒形)q O)fL必{判 また~ ~ttt.主的 iζ

よ l子、l'主，(去の I;I}Hたおい IU:~;'I片j始l\Jj つ.，それぞれィ出燃!として，事 2 のおく機会 30 内 6011 総においている。

治安rcr) Ul ~t後におけるたJ'fm.l:' IWilぇ分は t j)llf の l足分と A:.\γ'(J(とゴ:';!S Iンごあるが、九f31人 mJ と組成体WJの 1::<

jÌO)仕方:こ多少の字、がし、があるハ動物の活荷役を!>\')トすると会 p 動物のの(J杉熊) 1'1'心機能〈生1ft: . 

土|ミ {L"}つ IIJ変化と l り l1=;J"'\'ζ~ ~L?，~fi の変化も関主ii ~~せて絞めしヨオしはければならなしイ戸ヘ同 in;o) 12<::分 lとはg 〈日

日x γ去の変化との民jj'liがp あま() iり IMi;とされていないようにみf る。

受における ífの ~t;';.!; 0.) ::B~..( l~ iふ Ij:{1' i 亡、ζ る 1議}立と， .J~位 、日 l のp 2 つの líiÌからつか"とがで念

るわ rj:{本 iごよlI:jj'(j'月 J 1:2 ~、つまで iこする;か必℃、あるがF

アノ!ム JA 川斗一ア H 七吋{由
、 l:_ � I~l 三さらìJLjノ切〆〉 20 11 総n、後であるーとかり，立!iJ おは，

もととは， rrが C15] で災~:~JlJ:'}¥.Y: ~:) 

20 LI iMî~t よる口市J'J:む j とし， それ

以後をおIλ 古)9;としたひそして， 乙のと合を体ニぷ14， )þj とに区分ずる i時.Jtn ~こもしたのである。

;;LI' のことルら，エゾヤチ止にズミの均一Iなどとj'}，守[正，うj。におけるj:úf ，;ちと渋おとの ßU{系rF波立L~l ると司 1、able :30 

比) cJ、う iζ/i.る，.，

(3) J!，二占i三， :rf ネ/ど~ Gí)!lt1:1.:.;(、./[..ヰふい(Bioenergetics) v)ÚHプt治、 ぢかん;とお ζ なわれゐようにな九

fこカら このなカλで) KACZMARSKl9 ) とl'vI!GllLA19l は， 乙'lelhrí印wmys g!areolus ,.J. i11icrotus 仰'valis {~.-っか

って，妊娠と鴻手し r.fJの生物ヱキ Jレギ一命，そ fl ぞれ矧どした。
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KACZMARSKël が Clethrio仰叩ys glareolus でおこなった;:1:験で lむ妊娠しvごいないJlt誌のお;日の食物同化

Cil1iヒ〉鍾:ふ 17長 5 KCal/animal (体選 25 g) であった。ととろが，妊娠期間の終りの方では 23.7

KCalja口ímal，議大日甫乳~与では， 38. 9 KCal!animal の平均値をえた。 5R患の主義H.数そ生産し， :í:it手しまで

に，それらのうちの 4 頭を!l南脊するためには，特別に 364 KCal を同化しなければならない。すなわち，

妊娠のために 75 KCal，晴手しのために 289 KCal が， それぞれ，特、別 lと必婆であるという結果になった ο

また， MlGULA19l も KACZMARSKlfゆとおなじように， Mícrot削 arvalis をつかって実験をおこなコた。こ

の実験によると， 妊娠していない雌の毎日の食物同化長は， 1O. 5~~lL4KCall乱日imal (体重 23r~25 g) 

で品うったが， 妊娠の最後では， 15助 98 二iニ 2 ‘ 4 KCal(animal, 最大口甫手La，'i' (生後 14 H 総書 産仔数 4 互の で

は， 37帽 97 士 4.7 KCal!animal とな~'~) ~ K，ACZMA且SKI引が実験した Clethriono例ys glareolus の結果と， ~ま i支

おなじような傾向を不しているの ζのよう Rat や Mice においてもみられるという引1針。

Microtus 的'valis (1)妊娠と捕手しに必'20な食物問 fヒエネノレキーの!Èß~~強弱:は， ::;04 KCal で， このうち妊娠

のために 60. 5 KCal, UI雨手しのために 243.5 KCal となり， i特手uc必要な食物[司化エネルギーの起過盤が，

ひじように火きなものであることはき Clethriono持lyS glareolus と，ほとんどおなじである。

このように， uíIl:孔のための食物同化議がひじように大きく，最大口甫手UI寺では，女工かえしていない成体維の

2'~:3fðの畿が必主主!となっているが渉野外における lおこのような超過食物[l'û化滋を，いョヘ

t:い，どうやってi寒波ずるのであろうか。

戦飼料と濃厚飼料を;含有した配fT飼料とーでは， 幼t!，)g] 0) イ子の生長に liJ j らかなちがいがあり (Fig. 1), 

組自r持ヰだ貯による仔の!H:li:"む ひじようにわおくなっている。 これは， カロリーの{長い京[1釘:科が， そこ

に，ありあまるほどあったとしても校絞と 11rlî乳， とくにl踏まLのため

ずることができないことを怠11恥している。

つまり， エゾヤチネズミの紫術活動 lと必主主な念物条件(気i1"it; 18~~20oC，光; 141均!1\1照引のもとで)

i土，組飼料だけがいくらおおくあったとしても， ることができない。もし，良好

7よ仔のdミ災をもとめようとすれば，そ ζlζ，どうしても， るだろう。

しかし， Fig. 4 からも明らかなよう;乙 たとえ濃厚飼料を含有し あっても ， !iJf.仔

数が 6 頭以上になると，それが増えるごとに，仔のjJ三も，それにともなってわるくなるわけで2 とのよ

うな配合飼料をいかにありあまる摂あたえたとしても，すべての liÎé行1:)(の好の J!:J乏を完全!こ保持すること

ができなしせいぜい産仔数 5 強までの住民を保隠するにすぎない。嶋乳のための

であるかが，このととからわかるのである。

それでは，鐙ff数 6 耳目以上の (J の生長，在、{!iJ:隙ずる食物条{午は，いったい Li 然界ーには仔どl' ずるのであろう

か。

野外で11: i活ずる z ゾヤチネズミの食'ttWl\lままは，おもに間内容4:0 CD検 Fなによっておこなわれているが，妊

娠していない限の食性と，妊娠または11甫手L rt1 の殺の食性との~jj\.C1 ちがいがあるかどうかの研究は3 ほと、

んどおこなわれていないようである酎J.7l掛船υ

妊娠と [1荷乳のために必要な超過食物議が，どんな食物でまかなわれていノるかを知ることは，エゾヤチホ

ズミの個体数変革uを予恕するうえで，どうしても必要な問題である。

これまでの野外調査でえられた，エゾヤチネズミの日台j児数;ふ平均f誌が 5 預から 5 頭のあいだにあるも

のがおおいから，、11 然， Bt児 j誌のえさい/芯への iiHl りとして， 6, 7, 8lifjなどの日行兇放がp かなりの頻度で



2哲一喫する研究(lV) (桑畑)エゾヤ子才、ズミ

これらのノにきい)j会見事'i (J)仔の"t:このとき，ノ\泊~品川 γ雫 3)4)10)28) 
7J 刊J '-)ノ:)~H "A~ ，，，"，" 0 

一
・

4
 

4
 

~a' 

A
W
 

砂
町

--_ ...... 

1) --___~_ー一町、、、、o -~ __ 一
口、←

》一‘_.~

、~←%、、、

t、、~、

,.1) らつ ぬ lIC 90 
j向。す.1'

PEl~('H"1~d(~ 品 。ィ rc::Ug'1t三日向

Fig. 14 修ïETY] Jt'T狩jのう 7宜議
および子宮iH，設と ;fll~，;J来、 i

ネとの関係
t1A ; J庁織のう多，"'1 : :'F宮

Relation betwe日n the adjustｭ
ed mean sem絜al v時icle

vveight or uterus weight and 
the percentage of rough日.ge
of dlets, 

Black : Adjusl臼1. mean seminal 
vesicle we刕hL White : Adjusted 
mean uterus weighL 

ワ』
口

,c ‘ 
「

};_ r, 
',) i皂 2 

吉井《
m 

Ej: 
-;.. <i), 

'1' '�.; 
U 、

主乙
qす 1

，~ '" 
広誌l

s 渇

" E 

M市

KE 〈14 子14筒~~.'.[以降ずるような食物条例二が脅そこ iじあるかどうか

このあとのイ肉体数変動にrへきく影響するであろう。，-ト. ''7" 
証一一J-.... ~う c., 

母親告(1tえねば7;) 1;とは?まえにのぺた s

ならぬj という JうムえJf1むrJ謀議，r:þのH にたいしても，おなじよ

うにあてはまる問却であり~ þI弘之とよ騎手1. 11の肉体の

カ九いかにift 婆ぜあるか革ユずiii約するものであるの

(ヰ) 20 Fl約j 〉(後白!) a~iL~/IJt:， l;:~~'のお，:;1)')-;九

Jm させて与えると， qJQ よりも，むしろ繁即日6動の lúi で，その

有効伎があらわlè る。

Fíg , 14 tふ 70 iゴ新HC おけるエゾヤ弓'ネズミ (D~ IT.Y*rI のう v

および Jペイの，それぞれの修正 \1三均没滋と組飼料〉終 ，，1:.0) I'l!J i!{;:ネ

/Jミしたものである。この間で;ふ総長i伴、iネが大きくなると，財ヂ

エゾヤチ，~; , 精のう，よU:

しているととがわか才、ス:ミ

る。

ん Fíg. 8 と Fig ， 9 で lおらかなようにも濃厚飼Lノ;かし F

およびヂ ;;~-ff(させてあたえると~ JtJ三転去のう，

;設の似体変異が t需にした。似体変異のあらわれλI1ふt:íí と雌止

にぶつ't:N 喜九十iーをあらわず，g~li\ {本と， そうでなしパ?~{本とにわマ i丸かならずしもおなじでないが，

かれる現象そのものは，本質的にお江 L ものであると〆tsit りれる。

エゾ tアチネズミは， 1;\f;:tt動物であるととが認められているが， Jド存i:jえ乙れまでの食;ft研究によると，

エネノレキ代謝にあることがわかっている 22)船。波動t?J とこの栄慈:より'ILLのちがいは。

「日間万円安J 動物併合性動物のエネノレギー {t::Mfむおもに脂肪般によ刊でお ζ なわれるので，
~.\-，J."， ム~.
;1 },j.. IJ') '::) ~ 

グ jレ::.1.スによっておこなわζ れにたいして，丸山郊食住動物のエ主 jレヰイ句代~4J iむ

IW:!f j 動物ともいわれているひしかし， 主主食料動物の場合でも，幼体制のエネ

同ft..! 動物専!のコーネルギ…代謝与をしているの vごあるが， とれが， r !!n- ilh 泊費j 動物烈のエネノレヰ九 1 \:~~n-引に変イ

ともいわれているが，

れるので，

どの Jêpf段目苦からであるかというととが問践になる。ヂるのは，

'!~党;と語;らみると， ;111飼料 lま，続1繊彩色が:ヒ i')足分であるのにたいして，

この飼育実験において， ~iiWI あ}のf)干ミヰ立がおしリこめ，機質飼料としての特陀をもっているつしたがって，

のなかの濃厚釘料の(3' (pネをたかめるということは， 1 つには ， ii主'tÏ濃度をたかめた ζ とになるのである。

つまり) *Ihl立法 i立のi首加にともなうれ'F刕. 8 と Fig， 9 でみられたように，

絡のう，および T 'i守系還の'f[Sl{.人変災の増大は， fff!î fi"j弱から独'Îf生活jlJJ (母手しから W;lJぷ:食物) iこうつる段持者

エゾヤチネでおこるエネノレギー代謝の変化によるものであろうことを怨後する ζ とができる。 ζ のとき，

もよって早熟'Ì"ii:をあらわず似体と，2 つの作品 íÎiJが ~t じるであろう。 1 つは，ズミ iC(丸

しでも思熟'ltI一与をあらわすととができない(肉体とである。前者ば，私ñ雪J エネルギ

一代謝から脂肪夜空J~) ;工ネルード{代謝 lご完全にさり;かわっていなし、1í~l体であろが，役脅はこのきりか才 1 りが

う 1 つは，
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徹底しておこなわれた似体であるととが汚えられJ る。そして， こだ)エネノレギー代議i のきりかわりは，おそ

らしエゾヤチネズミの生長と発育における i遺伝的支梨;によるものではなかろうかの

(5) エゾヤチネズミの繁封負活動にたいする食物条件ば， 伐と Itii'では， かならずしもおなじで江いアと

が，実験、 II と災君主砲で切らかにお、った。

治日旨7，.1:飼料 :ζ添加するねらいは，おおよそ，つぎの 3 .っそあげることができょう。その第 1 は，ほかの

う史認主義の ff1i以 Lの代議エネルギーをもっていることから，車内貨による代謝エネルポーのかわりにつかうと

とができる。 第 2 は，必須脂肪駿一一一リノーノレ!弘 リノレン般，アラキドン微 な供給する。そして第

3 は，飼料Ij1の抗ヒタミンの吸収を促進させることである。

した第 l のねらいが，話~J[ift;J*;1 の t語力fi ，とよあ(;;コネ Jレギーイヒのかわりとして，大\1.

ùi:!~. つかったのであるが， Ui:の判的成熟 lど;むとのねらいは，まったく的はずれJであることが実験豆と実

験1lIで切らかになった。つまり，磁の慌がJJ炎熱lとだいする濃厚飼料の役割が，たんに代謝エネ Jレキ了 -(J)itYi

JJII だけを窓l必ず Z， ものでなく，もてと複雑な，ほかの栄養的役割があるように考えられる。

し幻λ し> !閉ま tíí とちがって，創N4Jの大豆油の添1JII が， 子宮 1君愛のd開放1Iζ有効iι l'FJil したことが 11ならか

になったのであるから~ :.:k:SIlrh 1こよる飼料の;匂エネルエ?にイヒば， itflの的i或:~\そ 1Jl.í:色さ 4土るはたらさがあ

ると p 結論づけるととができるのであるが，それでは.なぜ， Htと雌とでは，このようなちがし、がで tざる

のか，そしてその係閣はいったいなにがあ Z， か11 ， ζ とで，とれ以 i二の句?三奈つづけるととがて、きない問

婚である。

最後に，

いて考採しよう ο

Fig. 15 lま，濃厚飼料の合手p不， 50絡のfJ可xq 隠と予滋f!;ï. fJ;;j料を玄「だくft;-まない，籾飼料不， 10096 の

t~1米1G とのふ炎的私.jlである。

よって，エゾヤチネズミのfjL長曲線iとあらわれた ， tなと f目けのちがいにつ

飼料Bのllö長。指紋ゼ ~~L 縫と iずとの問にはっきりしたちがいが， 4.011 齢七nから応らわれ，日!lf.)がìlliむ lと

ともない，とのえさが大きくなっている。 40日齢煩から城と雌の4::;1災にちがいがあらわ才L'土じめるという乙
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Fig. 15 飼料B と鈎料G との主主長 Elfi線
Growth 匤 body w日ight of the vole llI1der 
arti五cial r巴aring conditioIls; temperature 
18~200C， r日lativ巴 humidity 60.~~80% ， 

light�g for 14 hours per day. 
Solld linε: Diet B. Dotted 1ine ; ROl1ghage G. 

と(j:， ttlYJnx:熟過l\!\と入る日寺jおでもあり F 発

ffの 11:TIff]をぬきにして，こりととをJ5えると

とができない問!滋であろう。

ところで， の生長 1111線では， 14í:と雌

との!:与にわずかなちがいがあるだけでp 飼料

Bのようなちがいはないc とれを，どう考え

るべ舎であろうか。 7011 鈴!とおける飼料 (;0)

性的成熟皮は，飼料 B(ごくらべておくれてい

るが， ζれが，おもなる原因でてあろうか。そ

れとも，自i~干'1.(ゐ篠!'(J特十j今によるのであろう

かn

また，飼料B と飼料G とのft\]で， I何者oy土

長曲線をくらべてみると，維では，ひじよう

に大ちな史民会があふわれるが， tlitでは，そ
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れほど大きなよ:はみられない「

このように， エゾヤチネス!ミの!iイミと完了J ~'，(.かかわる栄11:!主刊の!日U[iではうがiと tlít との ìT\jで， 切らかに

ちがいがあるととがわか(たのて、あるが， とれがp いぺたい，どんなIïfÐ尽によるものなのかは子会らに，

おおくの研究が必jg~ でおお!こ巧えるの
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Studies on Population Fluctuation of the Red “ backed V ole, 
Clethrioltomys rufoct!nU8 bedfordia官 (THOMAS) (IV) 

Growth of th世 vole infiuenced by the ratio of combinations of th畦

feeds and the nutrit�e materials during postnatal per卲d in 

cage酬r号ared stock.語 under the laboratory condition畠

Tsutol11U KlJWAflATA(.1) 

Summaτy 

1) Reproduetion of mother voles 

An exper匇ent on reproduct�n of mother voles was c乱rtied out using various compounded 

diets as shown in Table 1, und巴r artì五dal conditions of 18~20GC in t巴mperature， 60，~8096 

relative humîdîty , and l刕hting with two rhythms; light peτíod : dark períod, 14 : 10 and 0 : 24 

in hours per day, respectìvelyヘ

(1) The degree of r巴production in females of the popuJations was decided by the percen聞

tage of pr巴gnancy ， litter siz民註ge of the flrst birth and number of births. As a result of the 

comparison of r邑production amollg the 1T1Other voles fed by seven kinds of compounded diets, 

羡 was found that the mother '1701也、 fed by diet G had a tendency to be less active 匤 repro品

duct�n than those fed by other d冾ts (T乳ble 2) , 

(2) 1t was apparent that t11e 1itt己r s�e of mother voles wa呂 not influenced by the increase 

in ages and number of births (Tabl日s :3 and 4) 齢

(3) The experim忠nt was conducted 011 th巴 reproductìon of motheτvoles under two tr巴at幽

1neロts � which ther邑 were l�hting for 14 hours and zero hour p巴r day, resp色ctively. As a 

result, the reproduction of mother voles under the light�g for zero hour w旦s less than that 

under th巴 líghtíng for 14 hours per day (Table 5). 

2) Gro暫th � body weight of vol鮒 durin富 juvenile stage掴

Juvenile stage of the vole 1s defmed as t11e suckling and nurture period until the 乱広告 of 

20 days and the growth .� body we�ht of voles dur匤g juvenile st乱ge was m開sured.

(1) Surv�al rat巴s of vol巴s during juvenile stage in the laboratory were very high, and 
80% of survival rat開 were observed at 20 days of age曙 Besides， the survival rates of voles 

during juvenile st乱ge wcre not influenced by fed condit卲ns of mother v01巴sCI、able 6). 

(2) The factory inJluencing growth of v�es during juvenile stage w日re COl1Cεivabl記 to be 

Rece咩ed October 23, 1975 
l1� Hokkaido Branch Statioll 
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such condìtio口出 0:[ mother '1 01己s as c1îets~ inιτ亡乱se ln (j,ge, 口nmber ()ぷ b叝ths and litter s.lzes. 

The results 01バaìncd fo1'. thosεfacto1's were as follows : 

(A) It was 乱pparent tl1at thc iavorable 宮rowth in body weight of '101巴s dl.lT� niX juvel1i1e 

sta広ヒ工巴snltecl from the moth(ぅr vザles feeding concentratecl diets (Fij乙 1)

(8) "1、he gyowth in bo� w白íght ()f voles during juven匀e stage had 110 connection wit11 

eith，ゴ Tncrease in ag巴 01' number of hirths (¥f lnother voles (Figs. 2 and 3) ‘ 

(C) 'J 、he growth in body weight oI一、'o!es during juvenilc stage had a connection with 

lìtter ぉizes. 'I、he mean body 乱γo:f v�es during juvenile stage \.va百 surely dec訛sed w1th 

th日 incアeas日 of litter sIzes mOfe than six (F刕. 4) 、

:3) Resu!ts of experiment L 

1'11仁白 growth and deve10pment oﾍ voks after juvcnile stag己 was stud兤d usLng six kinds ()f 

compound日d diets~ じ:xcepted diet E in Tablc 1, � th七 experíments on cage-reared v01巴s in 

laboratory. 

(1) Rel乱tìon bet'i\γeen the gail1 ﾌn bocly we竑ht and the じonüユnt 01' concentrated feeds of 

d_iets~ 

(1¥) l¥Ilale 

Regre日sion coe百ìcients betw巴en the body wcight at 20 c1ays of age (X) and 1:he gain :m 

body "\ve1ght 註ft記r 20 days of 乱ge (Y) ﾌn each d冾t could be divided ﾎnto S groups;τegresSlon 

co己Hìdent was podtive in the d冾t A , llegative in the diet G, and d� not むx:ist � n the rest 

(Tab� 9) ー

No signiflcant dlffcrence was not以1 among the m間口 gaín in body \\1巴ighí: of voles fed hy 

1:1I03e die1:s 1.hat containccl 1ess than 40% cく)口問ntrated feeds , but sign�!icant diH日氏、Tlce ¥-va.s 

bar己1y not白d between the diet B that contain記d 50;i'; concentγat日d. feeds and those di日ts that 

cont，1i出cl less than 409� c()n仁王川rated feeds (Table 10) 

(B) Female 

Regressﾍon coefEcieηts between the body weight at 20 clay日 01 旦ge (X) and 1.h台 ga1n 匤 

body we�ht after 20 days of ag日 (y) in each diet could b巴 divided 1nto 2 grollps; regress�l1 

c()cfúc対抗 in th巴 díet A was negalÍve , and that in the rest of those diets d1d not E呪ist (Table 

11). 

Although てhεre was a dîffel司ence in part of a series of 己主perimental results, no s竑nificant 

dif冾rence was noted as a whole 乱n1011 J_;E the rne.an gain in body ¥iveight. 0士 voles fぽ1 by six k�ds 

o:f the cornpounded diets CTal:.~le 12). 

(2) Relation b日hveen the reproductive activity of vol巴 and th忠仁ontcnt of concentrated 

fe巴ds ()f d1eLs‘ 

(A) lV!ale 

Among s1X kinds ()f the compounded dí巴ts concerncc1, the pθτcentage of pubcscent voles 

fed b,' the dlets く閉じliníng less than 409� concentrated feeds was .lovver th"ηthat byγth忠 diets

cont丘ining 円。タb and 6096 COJJcenrrated :feeds (Fig. 7). 

Intensity of reproduction in ma1.巴 voles at.taìτJ.ed t:o a stage of sexual maturation (testis 

W巴ight more th乱n 200 mg) at 70 days of age could bc Jnalysとd by reIati.ve gwwth bet¥veen 

the test� weight ancl the seminal ves�e \v記19ht.

Relatív日 growth coeff�ient of the d冾t A could be excepted from that of the other J�ve 

dìets, because that of the diet A i8 1n IlO exist記nce statistically‘ According to the covariance 

analysis of the rclat咩e growth betw以:11 the testis weight 乱nd the semína1γesicle もNcight， 8igｭ

n1五cant d i{f日rence w乱s notec1品l110ng the adjusted means of scmìn日 1 veside weight 1n the vo1e 
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fed by 五ve diets excludiロg th巴 diet A (TabJ白s 15 and 16, 乱日d Fig. 14) 、

1n the diet A. excepted from t11母 other fiv思 dîets ， variatiol1 of 日emìnalγ記sicle w，ぅights conｭ

sisted of two fe孔tures inferring frolll concentr品ted f巴色d ()f the di巴t; むはe increased m乱rkedly

th日 semínal vedc1e weight., and 乳Hother showecl no response in the wei.ght increase for the 

supply of concentratecl feed of the cl冾t (F竑. 8)唱

(B) Fer混乱i思

The repr珒uction in female voles b(、fore pregnancy was 乱nalysed by th.e re1ati.ve growth 

betw巴日n the body we刕ht and the uterus weight. 1\.s 乳 result~ 日igniiicant diHer配nce ¥vas noted 

among th巴 adjusted mαms of uterus ¥veight � females fed si叉 kincls of compounded diets 

(Tab1es 18 and 19, and Fig. J4) , 

Variat燾n of utむrus weight in fema1e vole expanded with increase of content of concentr乱ted

feed in the diets and consisted of two f日呂tures înf記rring from conc邑ntrated feed of the cHet, 
as the variatioIl of seminal vesicle weights 匤 the diet A (Fig. 9) , 

(3) D呂ily intake of the :f:cods in c旦g己的r己are<l vol巴 under automatically regulated conてlitions.

D品îly intake of the foods in the vole was influenced by the percentλge 珵 rougb.agヒ and

total dig巴日tiblc l1u¥rient of cl冾ts. Dai1y Ìnt乱ke i狂 the Jτmh号、mlS lllore in quantiJy than t11at in 

the female (.Figs. 10 託ncl 11) , 

4) Re昌ults 01 elq陪rim苦闘t-u'

Thεpurpose 01 the exp巴 rim記11t was 1:0 detennﾎtle how the calork íncre乱5忠 O士 d ・et日 by

乱ddíng bean oi1 iní1 u巴nced the growth and development of voles. The cOJll poundι'd diets used 

in the 巴xp記riment.. Il were given in Table 22. 

(1) Calork íncreas巴 of diets hy add匤g the b記an oi1 had J10 e{f日ct OJ1 the gain 匤 body 

weight both in m乱1e and :female voles 円、able 23) , 

(2) No signi自cant difference was noted among the seminal vesicle weig:hts in males fed 

by four kinds of \h巴 compoullded diets, Consequently, 咜 was apparent that intensity of re帥

productioll in mal巴 had no correlat卲n with caloric increase of the diets hy adcling the bean oi1 

(Table 24) , 

(3) Significant dHI巴1"ence was Iloted between the uterus weigh工 il1 females fed by the diet 

E and K Conseq11日ntly ， it was apparent that reproduct卲n in female bef皞e the pregnancy 

W乳s under the influence of caloric incr巴ase of the dﾎets by adding th日 bean o匀 (T乱ble 2�). 

�) Results "f experiment IH. 

The experiment was conducted to make dear how th忠 additi on of 店 -1、ocopherol (Vitaγnill 

E) to the diets effected t11記 and dev叫opment of vo1e8 , The compounded diεt8 u.sed in 

the experiment-IU were giv忠n in Table 26、

(1) No gain � body w'eﾏgl1t both in male 乱nd female voles ¥vas obtained by addition 珵 

出守、ocopherol to the diets (Table 27). 

(2) 1t was apparen1: that intensity ()f the reprod臼 ctÍon .in males had no re1旦tion w咜h the 

addition of 出 Tücopherol 1:0 the diets, but tl1a1: reproduction in female before the pregnancy 

was pro111ot邑d by the additioIl of 覽ocopherol to the diets (Tables 28 and 29). 




